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【Abstract】 
  In U.S.A., There was not Central Bank before the Civil War. Simultaneously, many systems of 
controlling financial order were formed from various states and districts. Of them, we discuss about 
the formation of Suffolk Banking System in New England. How did a commercial bank （The 
Suffolk Bank）centralize reserve funds from Notes-issued banks in N.E? How was it the agent of 
making up accounts of the banks? How did it form the Central Banking Functions as “Banks’ 
Bank” ? How was it the relations between the Suffolk, the Second Bank of the United States and the 
Bank of England, which had the limited Central Banking Functions at the same time? We analyze 
about the above points. 
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【要旨】 
 南北戦争以前のアメリカ金融制度は、中央銀行が未定立であった。同時に、州・地域単

位で通貨・信用秩序を管理するシステムが各地で自生した。本論では、このうち、ニュー

イングランド（NE）のサフォーク・システムを焦点に当て、その生成過程を探る。一商
業銀行が、どのようにして、多数の発券銀行から準備を集め、各種銀行券の集中決済を担

う主体となり、NE の「銀行の銀行」として中央銀行機能を内生させたのか。また、同時
期にやはり限定的な中央銀行機能を備えた、第 2次合衆国銀行やイングランド銀行との関
係はどうだったのか。以上の諸点が論究される。 
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はじめにはじめにはじめにはじめに 
 南北戦争以前におけるアメリカ金融制

度の最大の特徴は、連邦単位で通貨・信

用秩序を厳然と管理する中央銀行が定立

しなかった点にある。この点は、当時の

アメリカ金融制度の評価を二分させた。

一方は、中央銀行の未定立ゆえに総じて

金融制度が脆弱で不安定だった、という

消極的見解である（例えば Hammond
［1957］）。他方は、中央銀行の未定立ゆ
えにかえって州・地域単位での通貨・信

用管理システムの自生が促された、とい

う積極的見解である。 
 後者の見解は、いわゆるフリーバンキ

ング論の隆盛と相俟って、近年勢いを増

している（例えば、Trivori［1979］、Rolnick 
& Weber［1983］）。彼らは、南北戦争以
前のアメリカ金融制度の態様を、「中央

銀行なきフリーバンキングの実験場」と

見る。そのうえで、州・地域単位で自生

し機能した金融制度や通貨・信用管理シ

ステムの実態を再検討し、フリーバンキ

ングの「実験」がどこまで成功しえたの

かを見極めようとするのである。 



 2 

 上記の諸見解に対しては、以下のよう

に考える。まず、州・地域単位での通貨・

信用管理システムの自生性は注視さるべ

きである。だが、その自生性を過大評価

しフリーバンキング積極説に安易に直結

させることには疑問がある。むしろ、州・

地域単位での通貨・信用管理システムが

当該地域の各経済主体や各種公権力と絡

みつつどう自生し、どう試行錯誤しなが

ら運営されたのか。システムの限界はど

こにあったのか。その運営経験が、その

後の連邦単位でのアメリカ中央銀行制度

の生成にどう響くのか。これらの問題意

識を念頭に、「自生性」の背後に潜む、当

時の州・地域単位での通貨・信用管理シ

ステムの実態と歴史性とが丹念に探られ

る必要がある。 
 以上の問題意識を踏まえ、論者は、当

時成功裡に機能したとされる州・地域単

位での通貨・信用管理システムのうち、

ニューイングランド（以下、NE）のサフ
ォーク・システムに焦点を当て、包括的

な実態解明を目指してきた。 
 サフォーク・システムとは何か。まず、

NE の中心地ボストン所在の民間銀行、
The Suffolk Bankが、各種銀行券の代行決
済の便宜を名目に、NE 各地の発券銀行
に、準備を置かせて集中化させる。The 
Suffolk Bank は、各種銀行券を一律に受
け取って購入し、準備を置いた銀行の銀

行券とそうでない銀行の銀行券とに選別

し決済する。後者の銀行券は各発行元に

送還して執拗に兌換請求を迫る。以上の

仕組みである。 
 サフォーク・システムの実態について

は、第Ⅰ期（1819～1824 年）と第Ⅱ期
（1824～1858年）とに大別する観方が主
流である。端的には、第Ⅰ期は、＜銀行

券の割引購入⇒割引購入価格もしくは額

面通りでの兌換＞による、グロス決済方

式を基調とした、銀行券仲買・決済シス

テムである。第Ⅱ期は、多数の発券銀行

からの兌換準備の集中化を背景に、＜銀

行券の額面購入⇒額面通りの集中的な口

座間決済＞による、ネット決済方式を基

調とした、銀行券決済システムである。 
 サフォーク・システムの展開を通じ、

The Suffolk Bankは、NEの発券銀行間の
上位に立つ銀行としての立場を築く。ま

た、各種銀行券の決済の確実度が高まる。

それゆえ、NE 各地所在の諸銀行の銀行
券が額面通りに流通され、NE における
通貨価値が安定的に管理された。更に、

準備を置いた各銀行のうち、準備総額を

かなり上回る発券過剰状態に陥った銀行

には、The Suffolk Bankは「道義的説得」
を繰り返した。この態様は、中央銀行の

定立なき当時の状況下で、地域単位で中

央銀行制度を自発的に醸成させた感があ

る。極めて興味深い対象である。 
 サフォーク・システムの起源について

は、先に別稿で論究した（大森［2002］）。
本稿では、この続編として、サフォーク・

システムの生成過程の実態分析を主眼に

置く。この分析から、州・地域単位で民

間銀行の活動から中央銀行機能がどう内

生したのか、解明してゆきたい。 
 本稿の構成は以下の通りである。まず、

サフォーク・システムはどう成立し（1.1）、
どういう基本構成を備えたのか（1.2）。
第Ⅰ期システムはなぜ頓挫したのか

（1.3）。そこから、性質の異なる第Ⅱ期
システムへ、どう転回したのか（1.4）。
第Ⅱ期システムはどう組成され（2.1）、
どういう基本構成（2.2）で、どういう影
響を齎したのか（2.3）。第Ⅱ期システム
の展開を通じ、The Suffolk Bankがどのよ
うな過程を経て「（システム参加）銀行間

の上位に立つ銀行」の性格を帯びてきた

のか。（3.1～3.4）。当時、資本主義経済の
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世界史的な成立過程で中央銀行機能が芽

生えつつあったイングランド銀行、それ

に、合衆国全土に未熟ながら中央銀行機

能を与えていた第 2次合衆国銀行と、サ
フォーク・システムとの関係はどうだっ

たのか（4.1～4.2）。以上の問題意識を基
に、サフォーク・システムの生成につい

て、実態分析を進める。 
 
1. 第Ⅰ期サフォーク・システムの展開と第Ⅰ期サフォーク・システムの展開と第Ⅰ期サフォーク・システムの展開と第Ⅰ期サフォーク・システムの展開と

挫折挫折挫折挫折 
 
1.1 サフォーク・システムの成立サフォーク・システムの成立サフォーク・システムの成立サフォーク・システムの成立 

 サフォーク・システムは、どう成立し

どういう基本構成を備えたのか。 
 サフォーク・システムの核、The Suffolk 
Bankは、1818年、ボストン所在の 7番
目の銀行として創設された。1818年 2月
10日、マサチューセッツ州議会から特許
交付を受ける。それから 17 日後の 2 月
27日、The Suffolk Bank として具体的に
組織が編成された。 
 The Suffolk Bankの創設・所有・経営の
主力は、有力な富裕商人層、「ボストン・

アソシエイツ」であった1。表 1は、The 
Suffolk Bank創設時の株主一覧、表 2は、
The Suffolk Bank 創設時の役員一覧であ
る。両表を見ると、「ボストン・アソシエ

イツ」の多くが大株主である。大株主の

中には、「ボストン・アソシエイツ」の代

表格、Nathan Appletonや Patrick J.Jackson
の名が見える2。また、頭取を含む役員の

                                                           
1「The Suffolk Bankは最初から最後までボスト
ン・アソシエイツによるプロジェクトであっ
た」。Dalzell［1987］p.95.「ボストン・アソシ
エイツ」については、大森［2002］6を参照。 
2 Patrick J.Jacksonは、当時、銀行券兌換業務
を独占したThe New England Bankの有力株主
でもあった。Nathan Appletonは、古くからの
ボストン所在有力商人で、サフォーク・シス
テムの原基というべき、フォーリン・マネー

殆どが大株主である。頭取を除く役員全

11名のうち、7名を「ボストン・アソシ
エイツ」が占めた3。「ボストン・アソシ

エイツ」は、米英戦争を契機に顕れ、NE
の綿工業と金融業に株式で重点投資し続

けてきた。当時、銀行券の仲買・銷却業

務を席巻したボストン所在の The New 
England Bankと共に、The Suffolk Bankも、
彼らによる重点投資の所産であった4。 
 The Suffolk Bankは、1818年 4月 1日、
業務を開始する5。払込資本金総額は 50
万ドルであった。額面 1,000 ドルの株式
5,000株を発行して割り当てられ、出資さ

                                                                    
対策組織の首謀者であった。大森［2002］4･
5を参照。なお、後者は、1818年当時は、多
数の綿業株式会社と金融機関に出資し創設に
加担し続けた。石崎［1962］p.50. 
3 Dalzell［1987］p.95. 佐合［1999］p.27. 
4 大森［2002］6を参照。 
5 The Suffolk Bankの設立と同じ年の 1818年、
やはり「ボストン・アソシエイツ」の面々が
重点的に株式投資し取締役ポストの殆どを持
ち合う形で、The Massachusetts Hospital Life 
Companyが創設された。The Massachusetts 
Hospital Life Companyは機関投資家としての
顔を色濃くのぞかせた生命保険会社である。
その特性上、主に、綿工業を中心に長期資金
を融通していた。The Massachusetts Hospital 
Life Company の設立発起人の中に、当時The 
Suffolk Bankの初代頭取に就任したばかりの
Ebenezer Fransisがいた。興味深い。 
 ところで、The Massachusetts Hospital Life 
Company では、自身の保険ファンドの投資先
を決定する機関として、アクチュアリー（保
険数理人機関；リスク評価計算を担当する部
門）と財務委員会との 2つの機関が存在した。
これら重要なセクションのメンバーには、The 
Suffolk Bankとゆかりの深い人々が名を連ね
た。アクチュアリーには、The Suffolk Bank の
有力株主かつ役員であり、サフォーク・シス
テムの発起人でもあった、J.A.Lowellの叔父、
Fransis C. Lowell（彼については、大森［2002］
6を参照）がいたし、財務委員会のメンバー
には、やはりThe Suffolk Bankの有力株主であ
ったNathan AppletonやDaniel P.Parkerが名を
連ねた。The Massachusetts Hospital Life 
Companyの沿革とその財務施策とについては、
White［1955］・植藤［1984］を参照。 
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れた。主な業務内容は、発券・預金取扱・

資金貸付であった。The Suffolk Bankによ
る債務総額は、資本金総額の 2倍までに
制限された6。 
 銀行誕生から僅か 1 年後の 1819 年 2
月、行内役員会で、フォーリン・マネー

（ボストン域外の NE 所在銀行の銀行
券）を対象とした、銀行券の仲買・銷却

業務への参入が提案される7。既述の如く、

銀行券の仲買・銷却業務は、当時、The 
New England Bankがほぼ独占していた8。

この業務参入問題を集中討議すべく、同

年 2月 17日、行内に調査委員会が設けら
れた。この調査委は、Ebenezer Fransis（頭
取在任期間 1818年 4月～1825年 4月、
役員在任期間 1818 年 2 月～1839 年 10
月）・Ebenezar Breed（役員在任期間 1818
年 2月～1839年 10月）・William Appleton
（役員在任期間1818年10月～1822年10
月）の 3 人で構成された。討議の末、1
週間後の 2月 24日、答申が出される。 
 答申は、2点から成った。第 1点は、
フォーリン・マネーを対象とした、銀行

券の仲買・銷却業務への参入を推進する

点である9。第 2点は、この業務を体系的
に遂行する構想、つまりサフォーク・シ

ステムの基本構想についてである。 
 
1.2 第Ⅰ期システムの基本構成第Ⅰ期システムの基本構成第Ⅰ期システムの基本構成第Ⅰ期システムの基本構成 

                                                           
6 Whitney［1878］p.3. 
7 1819年恐慌の煽りが業務参入の契機となっ
たと指摘される論者は多い（Shultz & Caine
［1937］p.183. Nussbaum［1957］pp.67‐68. 塩
谷［1975］p.31. 稲田［1976］p.134.）。だが、
1819年恐慌が業務参入の引き金となったのか、
因果は定かでない。今後の追究課題である。 
8 大森［2002］6を参照。 
9 Paul & Krooss［1963］とTrescott［1963］は、
「The Suffolk Bankは 1818年に銀行券の銷却
業務を始めた」と指摘される。Paul & Krooss
［1963］p.89. Trescott［1963］pp.9‐10. これ
は 1819年の誤りである。 

 サフォーク・システムの基本構想は以

下の内容であった。 
 
 銀行券の仲買・銷却業務を体

系的に実施するのに、各州法銀

行にシステムへの参加を求める。

参加要件は以下 3点から成る。 
 
（a）The Suffolk Bankに 5,000
ドル分の兌換準備を「永久預託

金（permanent deposit）」として
置くこと。「永久預託金」の利子

は、The Suffolk Bankによる兌換
手数料と看做して相殺され、事

実上無利子となる。 
 
（b）「永久預託金」に加え、当
座の兌換に必要な相当額の資金

を「追加預託金」として置くこ

と。準備は「永久預託金」「追加

預託金」の二層準備となる10。 
 
（c）但し、既にThe Suffolk Bank
に口座を持つ銀行（当時全 23
行）、それに、いずれもニューハ

ンプシャー州の都市、プロビデ

ンス（州都）とニューポート

（Newport）所在の諸銀行は、各

                                                           
10 このとき兌換準備（「永久預託金」＋「追加
預託金」）が一体何で置かれたのかは依然不明
瞭である。Hunts’ Merchants’ Magazine［1841］
では、「The Suffolk Bankに無利子の預託を正
貨で（in specie）行なうこととされた」と記さ
れる。Hunts’ Merchants’ Magazine［1841］p.261. 
同様の指摘として、楠井［1970］p.181. 
Lamoreaux［1994］p.19. 他方、Rufener［1934］
は、この預託を現金で（in cash）置いたと示
される。Rufener［1934］p.410. 現金準備だと
すると、理論的には、正貨と銀行券とを指す。
だが、The Suffolk Bankにはどの種類の銀行券
で準備が置かれたのか。この点も不明瞭で、
追究の余地が残されている。 
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自の他行預金を全額The Suffolk 
Bank に預託すれば、上記（a）
（b）の要件を免除する。 
 手許に入る各種銀行券のうち、

上記の要件を満たすシステム参

加銀行の銀行券については、競

争相手The New England Bankが
課すのと同じ割引率で購入し、

その割引購入価格で銷却を代行

する。準備を置かないシステム

不参加銀行の銀行券については、

割引購入後、発行元に額面通り

の正貨兌換を直接請求し、差益

獲得を求める11。 
 取扱対象となる銀行券は、競

争相手The New England Bankと
同じである。NE 各地に所在す
る州法銀行のほか、ニューヨー

ク市所在銀行の銀行券も扱う12。 
 
 上記のサフォーク・システムの基本構

想は、別稿（大森［2002］）で論究された、
ボストン所在諸商人による自発的な通

貨・信用管理の経験から齎されたと考え

られる。根拠は 2点ある。 
 第 1に、基本構想を生んだ調査特別委
員会のメンバーのうち、Ebenezer Fransis
（頭取）とWilliam Appleton（役員）は、
かつてフォーリン・マネー対策組織の実

践活動に参加していた。この対策組織は、

まず、減価銀行券の横行で損失を被った

各商人が、100 ドルずつ出資する。この
共同出資金を元手に、各種銀行券の割引

購入・兌換請求業務に従事する。以上の

仕組みであった13。これは、資金を集中

化させて各種銀行券の仲買・銷却業務を

                                                           
11 Whitney［1878］p.7. 
12 Gras［1937］p.102. 
13 大森［2002］4･5を参照。 

自発的に実践する点で、サフォーク・シ

ステムの基本構想と繋がる。Ebenezer 
FransisとWilliam Appletonは、かつての
実践経験を、基本構想を編む過程で参考

にした、と考えられる。 
 第 2に、サフォーク・システムの基本
構想は、競争相手、The New England Bank
の銀行券仲買・銷却システムを意識しつ

つ編まれている。The New England Bank
のシステムは、かつて商人達自らが実践

した銀行券の仲買・銷却業務を、米英戦

争で富裕化し「ボストン・アソシエイツ」

と化したあと彼らが創設・所有・経営す

る銀行組織を利用し実践したシステムで

あった14。The Suffolk Bankの創設・所有・
経営の主力は「ボストン・アソシエイツ」

である。「ボストン・アソシエイツ」によ

る銀行組織を利用した銀行券の仲買・銷

却システム、という点で、The New 
England Bankのシステムとサフォーク・
システムとは共通する。 
 以後、The Suffolk Bankの私益追求活動
は、①商業手形割引・貸付、②ロンドン

国際金融市場での手形売買15、③各種銀

行券の仲買・銷却業務、の 3つの柱で展
開されることとなる。 
 上掲のシステム基本構想は、変更点も

なく、実際に始動される。第Ⅰ期サフォ

ーク・システムの誕生である。 
 第Ⅰ期サフォーク・システムの運営は、

The Suffolk Bank行内に置かれた、フォー
リン・マネー担当委員会が担当した。 
 この担当委員会は、Ebenezer Fransis（頭
取）・Ebenezar Breed（役員）・John Belknap

                                                           
14 大森［2002］6を参照。 
15 The Suffolk Bankは、ロンドン国際金融市場
で、通常の手形取引に加え外国為替にも興味
を示す。1818年 8月 15日に準備委員会を発
足後、業務参入し、合衆国の有価証券やドル
の売買取引を始める。Whitney［1878］p.6. 
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（役員在任期間1820年10月～1825年12
月）の計 3人で構成された。この担当委
員会の出自は、ロンドン国際金融市場で

の有価証券売買業務の参入をめぐる準備

委員会（本稿脚注 15参照）にあった。こ
の準備委員会は、有価証券売買業務の参

入後、この業務を担当する専門部局に格

上げされる。この専門部局に対し、1819
年 10月 16日、The Suffolk Bankの役員会
は、フォーリン・マネーの仲買・銷却業

務をも独自の裁量で行なえる権限を追加

的に付与したのである。 
 付与された権限は、3点である。 
 第 1に、The Suffolk Bankにとり最大利
益となる量額までフォーリン・マネーの

受入・買取を行ない得る権限である。 
 第 2に、受入・買取したフォーリン・
マネーのうち、システム不参加銀行の銀

行券について、発行元に額面通りの兌換

を求めて送還する権限である。 
 第 3に、そうした銀行券送還に際し、
担当委独自の判断で、発行元からの同意

取付作業を行なえる権限である16。 
 かくして、第Ⅰ期サフォーク・システ

ムの運営を通じ、The Suffolk Bank行内の
フォーリン・マネー担当委員会を中心に、

各種銀行券の仲買・銷却業務が、体系的

に遂行される。 
 サフォーク・システムによる、銀行券

の仲買・銷却業務は、グロス決済方式で

あった。まず、手許に入る各種銀行券を、

発行元に応じ、システム参加・不参加の

銀行券に選別する。参加銀行券は、競争

相手The New England Bankが課したのと
同等の割引率で買い取る。次に、この割

引購入価格で、発行元がThe Suffolk Bank
に置いた準備でもって代行決済する。不

参加銀行券は、兌換リスクや送還経費に

                                                           
16 Whitney［1878］p.8. Lake［1947］p.185. 

応じて評価された各々の割引率で買取後、

各発行元に送還して額面通りの兌換を直

接請求する。こうして、システム参加・

不参加いずれの銀行券にしろ、手許に入

る度に、各発行元とのマンツーマンの決

済が、逐一実施されたのである。 
 
1.3 第Ⅰ期システムの頓挫第Ⅰ期システムの頓挫第Ⅰ期システムの頓挫第Ⅰ期システムの頓挫 

 だが、第Ⅰ期サフォーク・システムは、

間もなく頓挫する。この理由を、先学は

「The Suffolk Bankによる銀行券仲買・銷
却の業務利益の低下」とした17。この減

益について先学は 2つの要因を指摘した。 
 第 1の要因は、「参加銀行の希少」であ
る。1819年のサフォーク・システム開始
後、新規参加したのは 2行に留まった。
なおかつ、この 2行は、参加に際し、自
行銀行券を購入させない条件を The 
Suffolk Bankに認めさせていた18。 
 第 2 の要因は、「同業他者との銀行券
仲買競争の激化による銀行券割引率の低

減」である。当時、銀行券仲買業務には、

マネー・ブローカーやThe New England 
Bankが参入していた。これにThe Suffolk 
Bankが新規参入し、鎬を削る。この結果、
銀行券の平均割引率が約 0.5%まで低落
したのである19。銀行券仲買は、銀行券

を割引購入して額面通りの兌換を実現す

る業務である。この業務過程で、銀行券

の割引購入価格と額面価格との差額から

兌換経費を除いた差益分が私益となる。

割引率の低減は、その差益幅を狭め、減

益の要因となる。 
 だが、上記 2要因に加え、第 3の要因
が存在する。「発行元による銀行券の兌

換不能・忌避」である。 

                                                           
17 佐合［1999］p.27. 
18 Lake［1947］p.185. 
19 Whitney［1878］p.8. 佐合［1999］p.27. 
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 破綻による兌換不能の事例としては、

The Castine Bank（メーン州所在）の件が
挙げられる。The Castine Bankは、未決済
の銀行券債務を約 17万 509ドル分（1820
年 1月 1日現在）を抱えたまま、同年 5
月 18日、破綻に陥った20。 
 兌換忌避を裏付ける事例には、The 
Suffolk BankとThe Lincoln Bank（サフォ
ーク・システム不参加：メーン州所在）

との争議がある。 
 この争議は、The Suffolk Bank が The 
Lincoln Bankの銀行券 3,000 ドル分を直
接兌換請求したことを発端とする。正貨

流出・払底による支払能力の低下を懸念

したThe Lincoln Bankは、ボストン所在
銀行宛ての振出手形による決済を求めた。

だが、The Suffolk Bankはあくまで正貨と
の兌換にこだわる。これに対し、The 
Lincoln Bankは、勘定の煩雑さによる時
間稼ぎを目論み、25セント以下の小額金
種の鋳貨での支払を画策する。The 
Suffolk Bank は提訴に踏み切る。結局、
1821年 5月の判決で、The Suffolk Bank
側の全面勝利に漸く至った21。The Suffolk 
Bankによる、システム不参加銀行券の兌
換事業は困難を極めたのである。 
 では、上記 3要因を契機に、The Suffolk 
Bankはどう減益に陥ったのか。第Ⅰ期サ
フォーク・システムの頓挫を裏付けるべ

く、The Suffolk Bankの貸借対照表や準備
率、配当率を参照しよう。 
 The Suffolk Bank の貸借対照表によれ
ば（表 3）、第Ⅰ期システムの運営期間に
該当する、1820年 1月 1日時点から 1822

                                                           
20 Chadbourne［1936］p.29. 
21 この争議については、Magee［1923b］pp.440
‐442. Spahr［1926］pp.75‐76. を参照。なお、
Deweyもこの争議に触れられてはいるが、
Bath所在のはずのThe Lincoln Bank の所在位
置をWiscassetと誤記している。Dewey［1910］
p.83. 

年 6月 1日時点までの間に、The Suffolk 
Bankの正貨保有高が、約 13万 4,500ド
ルから約1万6,300ドルへ激減している。
資産総額も、約 95万 4,000ドルから約 74
万6,000ドルへと極度の落ち込みを示す。
更に、1819年 1月 1日時点では約 3,400
ドル程度計上された剰余が、1820年 1月
1日時点から1823年1月1日時点までの
間、全く計上されていない。準備率（表

4）では、33.9％（1820年 1月 1日時点）
から 7.7％（1822年 6月 1日時点）に急
落している。配当率（表 4）は、1819・
1820年に年 7％だったのが、1821年には
年 5.5％、1822・1823年は各々年 5％と、
落ち込みを示している。以上から、第Ⅰ

期システムの運営開始以後、The Suffolk 
Bank の財務内容は悪化し続けていたこ
とが明らかである。 
 
1.4 第Ⅱ期システムへの結実第Ⅱ期システムへの結実第Ⅱ期システムへの結実第Ⅱ期システムへの結実 

 では、上記の財務悪化を機に、The 
Suffolk Bank は、第Ⅰ期システムにどう
見切りをつけて第Ⅱ期システムへと転回

したのか。先学では飛び越えられてしま

ったこの期間の経緯を詳しく分析しよう。 
 第Ⅰ期サフォーク・システムは、財務

悪化を受けてThe Suffolk Bank の役員会
で決定された 2つの段階を経て、完全に
停止された。第1の段階は、1820年末の、
仲買する銀行券銘柄の制限である。すな

わち、システム不参加銀行の銀行券の仲

買拒否を決めたのである22。第 2 の段階
は、1822年の、銀行券仲買・銷却業務の
完全停止である。この完全停止は、財務

悪化を機に、The Suffolk Bank内に急遽発

                                                           
22 The Suffolk Bankによるこの決定を見届け
て、競争相手The New England Bankも即座に
同様の措置を執った。Trivoli［1979］p.14. こ
の態様は、両者による銀行券仲買競争が熾烈
であったことを物語っている。 
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足した、経費縮減のための対策委員会に

よる協議で決定された23。 
 だが、1822年の完全停止で第Ⅰ期サフ
ォーク・システムは終わった、とする見

方は誤りである。むしろ、その後の過程

に、性質の異なる第Ⅱ期サフォーク・シ

ステムへと転回される重要な契機が潜む。

その契機は、以下 2つの事象を通じ浮き
彫りにされる。 
 第 1の事象は、1824年 1～3月に実施
された、The Suffolk Bankによる市中銀行
券の大量割引購入である。 
 すなわち、都市部から離れた州法銀行

の発券規制を謳った 1822 年マサチュー
セッツ州法を受けて24、マサチューセッ

ツ州法諸銀行による発券高が減少する。

表 5から、ボストン域外所在の地方諸銀
行の発券高が減少し、これがマサチュー

セッツ州全体の発券高の減少を導いてい

るのが分かる（逆にボストン所在諸銀行

の発券高は増えている）。市中での銀行券

流通高が減ると、1823 年、The Suffolk 
Bankは、一律 0.375％の割引率を公表し
て銀行券仲買・銷却業務を再開する。だ

が、1824年に入ると、再び市中での銀行
券流通高が増える（表 5）。銀行券流通量
の再増加に対し、The Suffolk Bank は、
1824年 1～3月で総額 100万ドルもの銀

                                                           
23 Whitney［1878］pp.8‐9. 
24 この州法は、さきに 1810年州法で「各州法
銀行の発券総額＝資本金総額の200％以内」
と規定された点から更に踏み込んで、「中心
地ボストンから 50マイル以上離れた州法諸
銀行は、発券総額＝資本金総額の 131％以内
とする」と規定された内容であった。
Helderman［1931］p.32.  
 なお、マサチューセッツ州以外にも、州法諸
銀行の発券総額を制約する取り決めが、各州
で施された。例えば、ニューハンプシャー州
は、1818年に、南東部の港湾都市ポーツマス
から 50マイル以上離れた州法銀行に対し、
「発券総額＝資本金総額の 165％以内」と決
めていた。Helderman［1931］p.32. 

行券を一挙に割引購入したのである25。 
 市中の銀行券を短期間で大量に割引購

入する。この対応は、The Suffolk Bankが、
銀行券仲買の目的を転換させつつあった

ことを示している。目的の転換とは、逐

一の仲買を通じた目先の差益獲得よりも、

多種の銀行券が混交する市中を眼前に、

通貨・信用秩序全体の健全性を見据える

方向に変容した、ということである。一

挙に大量の銀行券を割引購入すれば、円

滑な兌換が不確定な銀行券の量も手許に

増え、抱える兌換リスクも大きくなる。

だが、銀行券流通量の再増加を眼前に、

The Suffolk Bankは、敢えて、銀行券の大
量割引購入に踏み切った。この動機こそ

が、重要な転換点である。 
 第 2の事象は、1824年初頭に、マサチ
ューセッツ州所在の地方銀行、The 
Springfield BankとThe Suffolk Bankとで
生じた、銀行券兌換をめぐる確執である。 
 この確執は、以下の事態を契機とする。

まず、The Suffolk Bank が、The Springfield 
Bankの銀行券（総額 2万 6,000ドル分）
の兌換を直接請求した。だが、The 
Springfield Bankが、支払能力の急激な低
下を理由に、正貨支払を拒否する。結局、

ボストン所在企業宛ての振出手形（額面

5,000ドル分）を 0.375％の公示割引率で
割り引いてさしあたり交換した。以上の

事態である。その後、振出宛先のボスト

ン所在企業から抗議が来る。これに対し、

The Suffolk Bankは、自身の立場の正当性
を記した書簡を、ボストン所在諸銀行に

送付する。この書簡の内容の一部には、

「我々が考えるに、ある企業が別の企業

による債務弁済の要求をしなければなら

ない、という正義に、何の意見を挟む必

要もない。銀行業務において、すべての

                                                           
25 Lake［1947］p.185. 
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銀行にとり互いに良好となる健全な規制

やルールで統轄することを、公言なしで

企図する」26と、明記された。 
 上記の書簡内容から、以下の点が示さ

れる。すなわち、短期的な仲買利益の追

求から距離を置き、各種銀行券の円滑な

兌換を通じた通貨・信用秩序全体の健全

性を見越したうえでの、私的な銀行券決

済システムの構築必要性を、The Suffolk 
Bankが如実に考えていた点である。 
 こう見てくると、1822年にいちどシス
テムが全面停止され、翌 1823年の再開後
は、The Suffolk Bankによるサフォーク・
システムの運営動機が転回した点が浮き

彫りにされる。すなわち、仲買利益の直

接追求という方針から、次第に、「通貨・

信用秩序全体の健全性」の大義を掲げて、

各発券銀行から兌換準備を集め、準備集

中の安定性を背景とした私利の間接追求

という方針に、転回している。この転回

は、銀行券決済業務を運営することの意

味が、The Suffolk Bankの私益性との関連
で変容しつつあったことを示す。公私両

面の性格を持つ決済業務において、決済

業務それ自体が持つ公的性格ないし社会

性を重んじつつ、サフォーク・システム

を私的に運営しようと、The Suffolk Bank
が施策方針を転回させたのである。この

転回こそが、のちの、第Ⅱ期サフォーク・

システムを生む礎になるのである。 
 
2. 第Ⅱ期サフォーク・システムの組成第Ⅱ期サフォーク・システムの組成第Ⅱ期サフォーク・システムの組成第Ⅱ期サフォーク・システムの組成 
  
2.1 システム修正の試みシステム修正の試みシステム修正の試みシステム修正の試み 

 では、第Ⅱ期サフォーク・システムは、

どのように組成されたのか。 
 本稿 1.4 で明示した通り、The Suffolk 
Bankは、銀行券流通量の再増加に悩まさ

                                                           
26 Whitney［1878］p.10. 

れる。これに対し、施策方針を転回し、

決済業務の社会性を重んじつつ、銀行券

の集中的な仲買・銷却業務を再開させた。

だが、The Suffolk Bankの業務利益は改善
されなかった。銀行券の仲買・銷却業務

に加え、貸付業務でも減益が始まった。 
 The Suffolk Bankの貸付業務の減益は、
マネー・ブローカーの横行に起因する。

地方銀行のボストン在住代理人となって

いた彼らは27、フォーリン・マネーを利

用した要求払貸付（コール・ローン）を、

ボストンで次々に提供した。要求払貸付

を通じ、ボストン市中にフォーリン・マ

ネーが更に増加する。この要求払貸付は、

ボストン所在諸銀行の貸付と比較して、

低利かつ簡素な契約内容で柔軟に提供さ

れた28。このため、The Suffolk Bankなど
ボストン所在諸銀行は、貸付利益が伸び

悩むと共に、フォーリン・マネーの流通

量の更なる増加にも、苦しめられたので

ある。 
 苦境打開のため、The Suffolk Bankは発
起する。1824年 4月 10日、他のボスト
ン所在銀行すべて（当時全 11行）に、書
簡を送付した29。書簡は、ボストン市中

でのフォーリン・マネー増大に対する警

告を大義に、銀行券の割引購入・銷却業

務を体系的に遂行すべく、共同基金創設

の協力を乞う内容であった30。 
 フォーリン・マネーの氾濫に対処すべ

く、共同出資を求めて、銀行券の割引購

                                                           
27 大森［2002］3を参照。 
28 Redlich［1947］p.72. Trivoli［1979］p.8. 佐
合［1999］p.28. 
29 Whitney［1878］p.11. なお、佐合［1999］
は、この書簡が「市内 6銀行に送付された」
と述べられる。佐合［1999］p.28.この指摘に
は疑問がある。 
30 書簡の全容は、Whitney［1878］p.15. 
Samuelson & Krooss［1969］pp.630‐632.を参
照。  
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入・銷却業務を体系的に遂行する。書簡

によるこの提案内容は、別稿（大森

［2002］）で論究したように、フォーリ
ン・マネー対策組織の展開以来、第Ⅰ期

サフォーク・システムに至るまで、ボス

トン所在諸商人ないし「ボストン・アソ

シエイツ」が執ってきた通貨・信用管理

の基本原則を継承するものである。書簡

の企画・内容は、William Lawrence（役員
在任期間 1818年 2月～1848年 10月）が
準備したという31。また、書簡の名義は、

William Lawrenceと John A. Lowell（役員
在任期間 1822年 10月～1864年 12月）
との連名であった。William Lawrenceと
John A. Lowellは、共に、The Suffolk Bank
の役員である。同時に、「ボストン・アソ

シエイツ」の中心人物であり、ニューイ

ングランドの綿工業・金融業に多大な影

響を与える存在であった。それゆえ、書

簡での提案内容が、これまでのボストン

所在諸商人ないし「ボストン・アソシエ

イツ」による通貨・信用管理の経験を踏

まえて創出されたと考えられる。 
 The Suffolk Bankの協力要請に、下記の
ボストン所在銀行が同意した。The 
Massachusetts Bank、The Union Bank、The 
State Bank、The Manufacturers & Mechanics 
Bank（のち The Tremont Bank）、The 
Columbian Bank、The Eagle Bankの計 6
行である32。The Suffolk Bankは、上記 6
行の代表者を召集し、1824年4月24日、
会議を設ける。座長は、頭取の Ebenezer 
Fransis が担当した。会議には、The 
Columbian Bankを除く 5行の代表者が集
まった。 
 この会議で、以下 4点が決定された。 

                                                           
31 Conant［1909］p.367. 
32 The Suffolk Bankの協力要請に最初に受諾
したのは、最古参のボストン所在銀行、The 
Massachusetts Bankであった。Gras［1937］p.91. 

 第 1の決定事項は、ボストン市中に氾
濫するあらゆるフォーリン・マネーを、

0.25%の統一割引率で購入し銷却を進め
ることである。また、フォーリン・マネ

ーの割引購入・銷却業務を、ボストン市

中から消失されるまで無限に続けること

が確認された33。 
 0.25%という、統一割引率の数値決定
の根拠は、以下のように説明される。

「我々が考えるに、0.25%の割引は、提
示目標に効率的に応え得るものである。

賢明な銀行運営が成されていれば、どん

なに遠隔地の銀行券でも、発行元への送

還経費を充分負担し得る数値である」34。 
 上記の説明だと、会議参加の各行の運

営業況を咀嚼して決断された数値のよう

に見える。だが、銀行券の割引購入・銷

却業務をめぐっては、ボストン所在の銀

行同士、The Suffolk Bank と The New 
England Bankとが、かねてから鎬を削っ
ていた。今回のThe Suffolk Bankの協調
要請に、The New England Bankは応じて
いない。従って、The Suffolk Bankによる
協調行動は、銀行券の割引購入・銷却業

務をめぐる最大の競争相手、The New 
England Bankへの新たな挑戦という意味
合いが強かったのではないか。0.25%の
割引率が、当時、The New England Bank
の割引率と同水準にあった点を鑑みれば
35、The New England Bankへの牽制が、数
値決定の有力要因だったと考えられる。 
 第 2の決定事項は、協調行動に必要な
運営資金についてである。 
 フォーリン・マネーの割引購入・銷却

業務を協調して実践するにあたり、各行

は、3万ドルの無利子の準備を、「永久預

                                                           
33 Rolnick & Weber［1998］p.3. 
34 Whitney［1878］p.15. 
35 塩谷［1975］p.33. 
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託金」としてThe Suffolk Bankに置く。
この取り決めは、各行とThe Suffolk Bank
との、銀行間預金を介した連繋の形成を

意味する。加えて、業務運営経費として

総額 30万ドル分を、各自の銀行券で拠出
し合う。各行による出資金の割当は、以

下の通りである。 
 
・ The Suffolk Bank…6万ドル。 
・ The Massachusetts Bank…5万
ドル。 
・ The State Bank…5万ドル。 
・ The Union Bank…4万ドル。 
・ The Manufacturers & 

Mechanics Bank（The Tremont 
Bank）…4万ドル。 
・ The Columbian Bank…3万ドル。 
・ The Eagle Bank…3万ドル。 
  

 第 3の決定事項は、上記 7行による対
策組織（＜The Associated Banks＞36）の代

表者に、The Suffolk Bankが就任する線で
進めることである。 
 第 4 の決定事項は、＜The Associated 
Banks＞から脱退するさい 30日間の事前
予告通知期間を置くことである37。 
 1824年5月15日、The Suffolk Bankが、
＜The Associated Banks＞の代表者と決済
代理人機関への就任を受諾する。9 日後
の 5月 24日、新制サフォーク・システム
の運営が始まった。第Ⅱ期サフォーク・

システムの誕生である。 
 

                                                           
36 ＜The Associated Banks＞という名称は、
Whitney［1878］で表記される。Whitney［1878］
は、The Suffolk National Bankから示された唯
一の公式史料であり、ひとまず本稿でもこの
表現に従う。ちなみに、Hale［1826］では、
＜Allied Banks＞と表現される。Hale［1826］
p.15. 
37 Whitney［1878］p.17. 

2.2. 第Ⅱ期システムの基本構成第Ⅱ期システムの基本構成第Ⅱ期システムの基本構成第Ⅱ期システムの基本構成 

 ここで、第Ⅱ期サフォーク・システム

の基本構成を覗いてみよう。 
 上述のように、第Ⅱ期サフォーク・シ

ステムは、The Suffolk Bankを代表とした
ボストン所在銀行7行の共同組織、＜The 
Associated Banks＞による、銀行券の仲
買・銷却システムである。 
 第Ⅱ期サフォーク・システムの仕組み

は以下の通りであった。 
 
 銀行券の仲買・銷却業務を体

系的に実施するのに、各州法銀

行にシステムへの参加を求める。

参加要件は以下の通りである。 
 
（a）ボストン以外に所在する各
州法銀行は、The Suffolk Bankに、
最低 2,000 ドル以上の無利子の
兌換準備を「永久預託金」とし

て置くこと。準備総額は、各行

の資本金総額に応じて累進的に

変わる。最低 2,000 ドルとは、
資本金総額 10 万ドル以下の銀
行を対象とした額である。 
 
（b）ボストン以外に所在する各
州法銀行は、「永久預託金」に加

え、当座の兌換に必要な相当額

の資金を「追加預託金」として

置くこと。兌換準備は、「永久預

託金」「追加預託金」の二層準備

となる。 
 
（c）ボストン所在の州法銀行は、
無利子の「永久預託金」3 万ド
ル分のみをThe Suffolk Bankに
置くこと。 
 
（d）銀行券の代行決済を通じ
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「追加預託金」が減る。銀行券

の代行決済総額が「追加預託金」

の総額を超えた時、事実上の準

備不足状態に陥る。この場合、

不足分は、当該銀行への The 
Suffolk Bank の貸付分と見なさ
れ、利息が課される。代行決済

の総額が更に増えると、「追加

預託金」のみならず「永久預託

金」の額分にまで食い込む。こ

の場合、代行決済を中止し、即

座に発行元にその銀行券を送還

し額面通りの兌換を求める。併

せて、「永久預託金」に食い込ん

だ欠損額分の補填を求める。 
 
（e）「永久預託金」を引き出し
てシステムを脱退する際には、

その 15 日前までの予告を必須
とする38。 

 
 以上 5点の取り決めを基盤に、サフォ
ーク・システムは運営される。システム

の運営手順は、以下の通りである。 
 まず、各種銀行券が、通常業務の過程

で、＜The Associated Banks＞各行の手許
に入る。＜The Associated Banks＞各行は、
手許に入った各種銀行券を、0.25%の統
一割引率で購入する。購入された銀行券

は、決済代理人たるThe Suffolk Bankに
再購入される。購入代金は、当日中に購

入先の口座に入金する。The Suffolk Bank
は、＜The Associated Banks＞各行から再
購入し集積させた銀行券を、発行元に応

じて、サフォーク・システム参加・不参

加の銀行券に選別する。システム参加銀

行券は、発行元が予め The Suffolk Bank
に預託した準備で代行決済される。シス

                                                           
38 Hunts’ Merchants’ Magazine［1841］p.261. 

テム不参加銀行券は、額面通りの兌換を

求めて各発行元に送還する。再購入され

た銀行券の選別・決済業務は、The Suffolk 
Bank行内に新設された、フォーリン・マ
ネー担当部局（Foreign Money Committee）
が専門的に担当する39。部局の業務運営

には、＜The Associated Banks＞が共同拠
出した 30 万ドルの運営資金が充てられ
る。システムの運営過程で計上された利

益額・配当額・損失額は、出資金額の比

率に応じて、＜The Associated Banks＞各
行に割り当てられた。 
 なお、第Ⅱ期システムの決済方式は、

この時点ではまだグロス決済方式である。

ネット決済方式への転換は、もう少しあ

とになる（本稿 3.1で後述）。 
 
2.3. 第Ⅱ期システムの意義第Ⅱ期システムの意義第Ⅱ期システムの意義第Ⅱ期システムの意義 

 第Ⅱ期システムでは、第Ⅰ期システム

と比較して、4つの改革点が見られる。 
 第 1点は、システムの概要である。 
 第Ⅰ期システムは、The Suffolk Bankの
単独事業であった。他方、第Ⅱ期システ

ムは、The Suffolk Bankの発起に賛同した
ボストン所在諸銀行による、フォーリ

ン・マネー対策共同組織であった。但し、

銀行券の選別・最終決済を The Suffolk 
Bankが担った点では共通する。 
 第 2点は、システムの運営動機である。 
 第Ⅱ期システムでは、フォーリン・マ

ネーの氾濫への懸念から、通貨・信用秩

序の健全性を大義に掲げて、他のボスト

ン所在諸銀行に協調が求められる。シス

テムの運営動機に関し、第Ⅰ期システム

に比して、銀行券決済の社会性が強く意

                                                           
39 フォーリン・マネー担当部局は、創設時、
行員 2名（（責任者）William Grubb Jr.（補佐役）
P.H.White）で構成された。Whitney［1878］pp.17
‐18. その後は、銀行券銷却高の急増と共に
部局規模が逐次拡大される。 
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識された点が異なる。但し、銀行券仲買

におけるThe New England Bankとの競争
が念頭に置かれた点では共通する。 
 第 3点は、システム参加要件である。 
 第Ⅰ期システムでは、各州法銀行に対

し 5,000 ドル分の「永久預託金」を一律
に求めた。他方、第Ⅱ期システムでは、

ボストン所在銀行とそれ以外の銀行とで

異なる条件を求めた。前者には 3万ドル
分の「永久預託金」を求め、後者には、

最低 2,000 ドル分以上の「永久預託金」
を求めた。また、後者への要求金額が、

各行の資本金総額に応じて累進的に決め

られた点も、重要な変更点である。 
 「永久預託金」の要求設定金額を一律

ではなく各行の資本金総額に応じて累進

させた点は、小規模の地方銀行をシステ

ム参加へ誘う契機になった、と考えられ

る。第Ⅰ期システムでは、新規参入銀行

が僅か 2行で、システムの拡延・定着に
限界があった（本稿 1.3）。この限界克服
のための秘策が、第Ⅱ期システムに備わ

ったのである。 
 第 4点は、システム脱退をめぐる制約
条件である。 
 第Ⅱ期システムでは、システム参加銀

行が脱退の意を示して The Suffolk Bank
から「永久預託金」を引き出す際、15日
前までの予告を義務付けている。これは、

The Suffolk Bankが、預託金の突然の流出
を過度に警戒し始めたことに由来する。 
 預託金の引き出しに対する事前予告は、

1820 年頃から顕著になってきた。The 
Suffolk Bank は、ロードアイランド州都
プロビデンス所在の The Provident 
Institution for Savingsと、1819年に預託契
約を結ぶ。この契約は翌 1820年に改正さ
れる。要点は、預託金を引き出すさいそ

の 6ヶ月前までに事前予告するのを義務

付けた点にある40。この頃から、「預託金

の引き出しに対する事前予告」という慣

行が定着し始めた。この慣行が第Ⅱ期シ

ステムでも積極的に採り入れられた、と

考えられる。 
 では、第Ⅱ期システムの運営で、社会

的にはどういう影響が齎されたのか。そ

れは 3点ある。 
 第 1点は、The Suffolk Bankと各州法銀
行との、兌換準備を通じた支払預託関係

網の組成である。システム参加銀行が増

えてゆけば、支払預託関係のネットワー

クは拡延する。ネットワークの中枢たる

The Suffolk Bankには、数多くの他行口座
が置かれ、銀行間預金が集中する。第Ⅱ

期システムの運営で、銀行間による支払

預託制の基礎が紡がれる。同時に、「銀行

間の上位に立つ銀行」としての The 
Suffolk Bankの基礎が築かれたのである。 
 第 2点は、商業中心地ボストンで各種
銀行券の兌換保証が確実に得られるよう

になった点である。 
 第Ⅱ期システムでは、＜The Associated 
Banks＞を介し、The Suffolk Bankによっ
て、各種銀行券が 0.25%の統一割引率で
買い取られ決済される。発行元がどこで

あれ、すべての銀行券が一律 0.25%の割
引率で確実に購入され確実に銷却される。

これにより、まちまちであった各種銀行

券の減価進行が一様に抑制され、銀行券

の信用貨幣としての信用度を下げ止まら

せたのである。第Ⅱ期システムの運営で

兌換保証が確実視されたことを契機に、

商業中心地ボストンで、あらゆる銀行券

が受け取ってもらえるようになる。同時

に、マクロ的には、通貨価値の不安定性

の払拭に貢献することになる。 
 第 3点は、システム参加銀行の発券上

                                                           
40 佐合［2001］p.8. 
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の便宜についてである。 
 第Ⅱ期システムの運営で、ボストンで

の各種銀行券の兌換保証が確実になる。

この運営で、発券による与信を主要な利

益手段とする地方諸銀行に、自行銀行券

の発行とボストンでの流通を安泰にさせ

る環境が、皮肉ながら齎される。特に、

システム参加銀行の場合、The Suffolk 
Bankに置いた兌換準備総額のうち、自行
銀行券の代行決済総額が「追加預託金」

総額を超えて「永久預託金」に食い込む

額までならば、発券が弾力的に行なえる。

もっとも、既述のように（本稿 2.2）、自
行銀行券の代行決済総額が「追加預託金」

総額を超えた時点で、その超過分は、当

該銀行へのThe Suffolk Bankの貸付分と
見なされ、利息が課される。代行決済総

額が「追加預託金」総額を超え、「永久預

託金」に食い込んだ時点で、代行決済は

即刻中止される。そもそも第Ⅱ期システ

ムの運営動機には、各行の過剰発券への

牽制があった。だが、裏を返せば、代行

決済が中止されうるまでの総額範囲内な

らば、発券による弾力的な流動性供給を、

かえって各行に可能にさせたのである。 
 
3. 第Ⅱ期サフォーク・シス第Ⅱ期サフォーク・シス第Ⅱ期サフォーク・シス第Ⅱ期サフォーク・システムの模索テムの模索テムの模索テムの模索 
 
3.1 第Ⅱ期システムの変革第Ⅱ期システムの変革第Ⅱ期システムの変革第Ⅱ期システムの変革 

 第Ⅱ期システムは、1824年 5月 24日
より開始された。だが、約 1年後の 1825
年、システム変革の波が訪れる。変革は

大きく 2点ある。第 1点は、あらゆる銀
行券の額面通りの受取・購入・決済であ

る。第 2点は、銀行券決済業務における
グロス決済方式からネット決済方式への

変革である。以下、その変革過程を辿っ

てみよう。 
 1825年 2月下旬、ボストン所在諸銀行
の中から、発行元を問わずあらゆる銀行

券を額面通りに受け入れる動きが自生す

る。これに参加したボストン所在諸銀行

は 8行に上った41。この実践で、8つのボ
ストン所在諸銀行では、1825年3月以降、
ボストン・マネー、フォーリン・マネー

の区別なく、すべての銀行券が額面通り

に受け取られるようになったのである。

これまで、フォーリン・マネーの入金取

扱を、ボストン所在諸銀行は、1803年以
来、一切拒否してきた42。その拒否慣行

が遂に崩れ始めたのである。 
 各種銀行券の額面通りの入金取扱へと

改革する動きは、第Ⅱ期システムの運営

当初から見受けられた。＜The Associated 
Banks＞各行が、代表者The Suffolk Bank
に要望を出していたのである。要望とは、

システム参加を通じThe Suffolk Bankに
残高を置く各銀行が、あらゆるフォーリ

ン・マネーで預託できるよう、The Suffolk 
Bankに容認を迫るものであった43。だが、

要望が出された時点では、The Suffolk 
Bankは要望を断り、上記の拒否慣行を堅
持したのである。 
 フォーリン・マネーの額面通りの入金

取扱を、一部のボストン所在諸銀行が実

践する。この実践は、2 点の大きな影響
を齎した。 
 第 1に、この実践に加担したボストン
所在銀行に残高を置く、地方商人などの

顧客は、ボストンでボストン所在銀行を

                                                           
41 Hale［1826］p.15. なお、Haleは 8行の内訳
を明示していない。この 8行を推測するに、
さきに＜The Associated Banks＞のメンバーか
ら外れていたThe Massachusetts Bank・The 
Union Bank（本稿 3.3（a）参照）と、サフォ
ーク・システムの競争相手のThe New England 
Bankとを除いた、The Columbian Bank、The 
Eagle Bank、The Tremont Bank、The State Bank、
The Suffolk Bank、The Boston Bank、The City 
Bank、The Globe Bankではないかと思われる。 
42 大森［2002］3を参照。 
43 Rolnick,Smith & Weber［1998］p.13. 
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利用した支払や決済時に、わざわざ手許

のフォーリン・マネーをボストン・マネ

ーに「両替」する必要がなくなった。 
 第 2に、ボストン・マネー、フォーリ
ン・マネーの区別なく各種銀行券が額面

通りに受け取られるようになった。それ

ゆえ、長らく続いた、市中での「二重通

貨」の現象が、消滅に向かい始めた。同

時に、「二重通貨」のレート差を利用し

「両替」で差益を稼ぐ、マネー・ブロー

カーの存立基盤が、浸食され始めた44。 
 もっとも、上記の実践に加担しないボ

ストン所在諸銀行、それに、貯蓄銀行な

ど商業銀行以外の金融機関の顧客・預金

者は、各種銀行券の額面通りの受取とい

う便宜を、依然享受しえなかった。 
 ともかく、上記の実践を契機に、＜The 
Associated Banks＞各行には、持ち込まれ
たり支払手段として呈示される各種銀行

券が増え、堆積される。そこで、＜The 
Associated Banks＞各行は、決済代理人た
るThe Suffolk Bankに、それまで 0.25%の
統一割引率で再購入されていた銀行券を、

額面通りに再購入するよう、要求する45。

1825年 5月 16日、The Suffolk Bankは、
遂にこの申出を受諾する。但し、この受

諾に際し、The Suffolk Bankは「見返条件」
を提示した。この「見返条件」は、のち

に＜The Associated Banks＞を協調破棄さ
せる原因となる（本稿 3.3.で後述）。 
 上記の受諾は、銀行券決済の方式の変

更をも導いた。 
 まず、あらゆる銀行券が額面通りに受

け取られ購入されると、＜The Associated 

                                                           
44「両替」や「二重通貨」については、大森［2002］
3を参照。 
45 Redlich［1947］によれば、＜The Associated 
Banks＞各行がこの提案を持ちかけたことが、
1825年6月16日付のThe Suffolk Bankの役員
記録から確認される。Redlich［1947］p.74. 

Banks＞各行の預金者や顧客に、様々な便
宜が齎される。まず、ボストン・マネー

とフォーリン・マネー各々の受取専用の

口座を併せ持たなくてよい。また、支払

手段として利用する際にわざわざ手持ち

のフォーリン・マネーをボストン・マネ

ーに「両替」しなくてよい。「両替」手数

料の経費削減にも大きく貢献する。 
 次に、上記の便宜を享受した顧客や預

金者が、各種銀行券を次々と持ち込んだ

り支払手段として利用する。＜The 
Associated Banks＞各行を介し、The 
Suffolk Bank の手許に集積される各種銀
行券の総額は急増する。 
 かくして、銀行券の買取・銷却業務が

錯綜し始める。この状況打開のために、

他行口座を利用した、銀行券の口座間決

済が始められた。この仕組みは以下の通

りである。 
 まず、毎日The Suffolk Bankに入る各
種銀行券を、フォーリン・マネー担当部

局で、発行元に応じてシステム参加・不

参加の銀行券に選別する。システム不参

加の銀行券は、従来通り、各発行元に即

座に送還して額面通りの正貨兌換を請求

する。システム参加の銀行券については、

各発行元がThe Suffolk Bankに置く、各
口座間の帳簿繰入操作を実施する。この

操作を通じ、それぞれの銀行券を交換し

合い、集中決済する。交換尻は、決済日

の翌日に、適当な銀行の口座に帳簿転記

され、当該銀行の準備で最終決済される。

こうして、ネット決済方式が確立したの

である46。 
 ネット決済方式の確立で、銀行券の最

終決済手段たる正貨の出動機会と出動金

額とが大幅に節約された。これにより、

                                                           
46 Rolnick & Weber［1998］p.15. Rolnick,Smith & 
Weber［2000］p.5. 
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銷却に関し、銀行券に対する正貨の社会

的需要が抑制された。銀行券の最終決済

手段としての、正貨への依存度が低くな

ったのである。これまでのグロス決済方

式と比較すると、銀行券銷却にかかる手

間が縮減された。システム参加銀行券に

関して、グロス決済方式では、銀行券が

手許に入る度にその発行元の準備で逐一

決済していた。だが、ネット決済方式で

は、複数の銀行券を交換決済し合い、そ

の決済尻だけを、当該銀行の準備で決済

すればよい。多種多量の銀行券を効率良

く捌きつつ、少額の正貨準備で集中的に

最終決済できるわけである。 
 かくして、1825年 5月 16日以降、第
Ⅱ期システムは変革を遂げた。あらゆる

銀行券を額面通りに買取・収集し、ネッ

ト決済方式を通じて額面通りに集中決済

されるシステムへと進展したのである。

従来の第Ⅱ期システムと較べると、まず、

額面通りの受取・購入・決済が約束され

るため、市中のあらゆる銀行券通貨の価

値が額面通りに安定化した。更に、各種

銀行券の買取・銷却の過程では差益が出

ないシステムへと転化した。銀行券決済

の社会性が一層重んじられたシステムへ

と転化したのである。変革後の第Ⅱ期サ

フォーク・システムは、私的な銀行券決

済システムでありながら、社会性を強く

帯びた通貨・信用管理システムとして、

飛躍的な高度化を遂げたのである。 
 
3.2 変革後の第Ⅱ期システム変革後の第Ⅱ期システム変革後の第Ⅱ期システム変革後の第Ⅱ期システム 

 変革後の第Ⅱ期サフォーク・システム

は、The Suffolk Bankを「銀行間の上位に
立つ銀行」とした、銀行間組織の性格を

強く帯びる。変革後の第Ⅱ期システムで

は、4点の顕著な変化が見られた。 
 第 1の変化は、The Suffolk Bankが抱え
る他行預金の総額である。 

 表 3によると、The Suffolk Bankにおけ
る他行預金（「他行への債務」）の保有総

額が激増している。1825年 6月 1日時点
では、2万 5,000ドル足らずであった。だ
が、7ヶ月後の1826年1月1日時点では、
52万 4,180ドル 28セントに上った。極度
の伸張である。また、他行預金の保有総

額が、マサチューセッツ州所在の全州法

銀行の中で、1826年に突如首位に踊り出
る。その後、1854年の第 2位を除き、サ
フォーク・システムが停止される 1858
年まで、首位の座が堅持される（表 6）。
なおかつ、他行預金の保有総額で、The 
Suffolk Bank は、競争相手たる他の有力
なボストン所在諸銀行を凌駕している

（表 7）。これは、変革後のサフォーク・
システムの運営を介し、The Suffolk Bank
が、数多くの銀行をシステムに参加させ

て準備を置かせ、多数かつ多額の銀行間

預金の集中保有に成功したことを示す。 
 第 2の変化は、The Suffolk Bankによる
各種銀行券の買取総額である。 
 この点については、「1824年 6月時点
では月額約 33 万ドルであったが、1825
年末の時点では月額約 200万ドルに急増
した」、という、先学の指摘がある47。こ

の指摘を掘り下げてみよう。 
 表 8は、1825年 3月から 1826年 1月
までの、＜The Associated Banks＞各行に
よる銀行券受取総額を示している。1825
年 3月は、＜The Associated Banks＞を含
む一部のボストン所在銀行が、各種銀行

券の額面通りの受取を始めた時期である

（本稿 3.1）。表 8によると、銀行券受取
総額は、1825年5月にいちど低落するが、
総じて飛躍的な伸張傾向にある。1825年
9月には 200万ドルの大台に迫り、その
後は、月額 200万ドル台で推移している。

                                                           
47 Lake［1947］p.186. 
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1825年 3月から 1826年 1月までの間、
＜The Associated Banks＞各行が受け取っ
た銀行券の総額は、実に、1,738万 8,313
ドルにも上った48。 
 既述の通り、サフォーク・システムは、

＜The Associated Banks＞各行を介して
The Suffolk Bankに各種銀行券が買取・集
積され集中決済されるシステムにあった。

従って、＜The Associated Banks＞各行の
銀行券受取総額は、The Suffolk Bankによ
る銀行券の買取総額と、表裏一体である。

この頃の、The Suffolk Bankによる銀行券
の買取総額は、当時マサチューセッツ州

で流通していた株式証券総額の約半分に

まで達していたという49。このように、

第Ⅱ期システムの変革後、The Suffolk 
Bank の下に各種銀行券が殺到する状況
へと、事態は転変したのである50。 
 銀行券の買取総額の激増を受け、The 
Suffolk Bankは、2点の対応策を執る。ま

                                                           
48 佐合［1999］は、＜The Associated Banks＞
各行が受け取った銀行券の総額を、「年間に
換算すると2,400万ドル」と述べられる。佐
合［1999］p.31. 1825年 1・2月の受取総額の
データがないので 1825年の年間受取総額の
正確な数字は依然分からない。とはいえ、表
8から推断すると、実際は 2,400万ドルを下回
っていたと思われる。 
49 Rolnick, Smith & Weber［1998］p.14. 
50 当時、The Suffolk Bankの役員会は、手許に
多量の銀行券が入るにつれ、そこに入り混じ
る偽造・欠陥銀行券が増量して損失を被るこ
とに頭を悩ましていた。そこで、さきに1825
年 5月、フォーリン・マネー担当部局の責任
者として選出され雇用されていたWilliam 
Grubb Jr.と、更なる特別契約を結んだ。まず、
William Grubb Jr.と、フォーリン・マネー担当
部局の責任者として通常の俸給に加え更なる
特別手当を出すという、高額待遇の雇用契約
を結ぶ。その代わり、買取銀行券の選別・決
済業務の過程で偽造・欠陥銀行券がきちんと
識別されぬまま決済時に発覚して結果的に
The Suffolk Bankに損失を被らせた場合、責任
者William Grubb Jr.の業務責任として問われ、
その損失填補を自腹で行なってもらう。以上
の内容であった。Whitney［1878］p.18. 

ず、1825年 12月上旬、＜The Associated 
Banks＞各行とある取り決めを結んだ。そ
れは、＜The Associated Banks＞各行がそ
れまで抱えてきた、フォーリン・マネー

受取専用口座に置かれた残高を、銀行券

で引き出させるのをできるだけ遅延させ

る、取り決めであった51。次に、サフォ

ーク・システムの中枢部、フォーリン・

マネー担当部局の規模拡張である。1826
年早々、フォーリン・マネー担当部局は、

行内役員会に、体制規模の拡張を訴える

報告書を上申した。具体的には、現行 2
名の人員を、5名（出納係 1名・出納係
補助 3名・兌換請求送達人 1名）に増員
する内容であった52。この上申が役員会

で承認されたのである。 
 システム変革後の第 3の変化は、市中
に流通する、既存諸銀行の銀行券総額の

減少である。これは、上記の、「The 
Suffolk Bank による各種銀行券の買取総
額の激増」に呼応した影響と考えられる。 
 ロードアイランド州当局の銀行委員会

が 1826年に提出した報告書によれば、マ
サチューセッツ州所在の地方銀行のうち、

16行の銀行券流通高が、半年間で 38万
2,731ドルほど減少した。そのうち、最も
銀行券流通高が減った銀行は、21万3,566
ドルから11万7,143ドルへと半減した53。

また、メーン州所在諸銀行の発券総額が、

1824年時点では約 109万 4,000ドルあっ
たのが、翌 1825年には約 102万 9,000ド
ルに、翌 1826年には、約 55万 9,000ド
ルへと急減している（表 9）。 
 このように、既存諸銀行の銀行券流通

高は減少した。但し、減少したのはフォ

ーリン・マネーである。同じ時期、ボス

                                                           
51 Whitney［1878］p.17. 
52 Whitney［1878］pp.17‐18. 
53 Magee［1923a］p.351. 



 18 

トン・マネーは急増している。ボストン・

マネーの発行高は、1824年時点では 179
万 6,601ドルであった。だが、翌 1825年
には 377万 536ドルへと激増した。その
後は、394万 2,651ドル（1826年）、368
万 1,665ドル（1827年）、444万 5,600ド
ル（1828年）と、極めて高い水準で推移
している（表 5）。 
 この時期のボストン・マネーの発行総

額の高揚は、ボストン所在諸銀行による

利付銀行券の発行施策に起因する。利付

銀行券の発行は、1825年から 1828年ま
で実施された。The Suffolk Bankも例外な
く発行している。表 3 を見ると、The 
Suffolk Bank の貸借対照表における「利
付銀行券債務」の項目で、1825～1828年
の 4年間、その債務総額が計上されてい
る。既述のように（本稿 2.1）、当時、マ
ネー・ブローカーが地方銀行の在ボスト

ン代理人と化し、フォーリン・マネーを

利用した低利かつ簡便な要求払貸付を拡

延させていた。この状況への対応動機が、

第Ⅱ期サフォーク・システムの出自にも

なった。同じくこの状況に対し、地方銀

行やマネー・ブローカーに流れた貸付顧

客層を奪還する目的で、ボストン所在諸

銀行が実施したもうひとつの苦肉の策が、

利付銀行券の発行施策だったのである54。

なお、利付銀行券の発行は、1829年制定
のマサチューセッツ州包括銀行法（本稿

3.4で後述）で禁止される。 
 システム変革後の第 4の変化は、信用
連鎖に特有の、システミック・リスクの

現実化が防衛された点である。 
 システミック・リスクとは、与信者た

る金融機関が支払不能に陥ると、その与

信者が振り出した信用貨幣の保有者も連

鎖的に損失を被る、その損失リスクを指

                                                           
54 Trivoli［1979］p.10. 

す。変革後の第Ⅱ期システムでは、The 
Suffolk Bankが、＜The Associated Banks
＞各行との協力のもと、支払不能に陥り

そうな危険な発行元の銀行券を、いち早

く市中から買い取って集中決済した。こ

の対応で、システミック・リスクの波及

を防衛したのである。その具体例が、1825
年夏のThe Eagle Bank of New Heavenの
件である。 
 The Eagle Bank of New Heavenは、1811
年創設の、コネチカット州ニューへブン

（New Heaven）所在の州法銀行である。
資本金総額は 50 万ドルであった。1825
年夏、The Suffolk Bankは、The Eagle Bank 
of New Heavenの財務状況の悪化を察知
する。そして＜The Associated Banks＞各
行との協力のもと、The Eagle Bank of 
New Heavenの銀行券（約 13万 2,000ド
ル分）を市中から集中的に買い取って銷

却した。この対応は、The Eagle Bank of 
New Heaven が破綻を宣告されるまでの
数ヶ月間で、短期集中して実施された。

この迅速な対応で、The Eagle Bank of 
New Heaven の銀行券保有者に降り懸か
ろうとしたシステミック・リスクの現実

化を、事前に防衛できたのである5556。 
 このように、変革後の第Ⅱ期サフォー

ク・システムでは、多数の銀行が参加し、

The Suffolk Bank に銀行間預金の集中化
を齎した。また、The Suffolk Bankは、＜
The Associated Banks＞各行との協力のも
と、NE 市中の通貨価値を安定化させ、
信用秩序の管理を実現した。変革後の第

Ⅱ期システムの運営を通じ、The Suffolk 
Bankに「銀行間の上位に立つ銀行」とし
ての性格が芽生えてきたのである。 

                                                           
55 Hale［1826］pp.13, 21. 
56 The Eagle Bank of New Heavenの破綻は、コ
ネチカット州初の銀行破綻であった。Parsons
［1935］p.7. 
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 だが、順調さを見せるサフォーク・シ

ステムの背後に、システム動揺の影が忍

び寄る。 
 
3.3 システム内外の確執システム内外の確執システム内外の確執システム内外の確執 

 サフォーク・システムの動揺は、シス

テム内外で噴出する。一方は、The Suffolk 
Bank と＜The Associated Banks＞各行と
の確執である。他方は、The Suffolk Bank
とシステム不参加の地方諸銀行との確執

である。 
 
（（（（a）＜）＜）＜）＜The Associated Banks＞との確執＞との確執＞との確執＞との確執 

 まず、The Suffolk Bank と＜The 
Associated Banks＞各行との確執から、見
てゆこう。 
 ＜The Associated Banks＞各行は、The 
Suffolk Bank と協力関係を確認した際、
「市中から消失するまで地方銀行券の買

取・銷却業務を永続させる」と申し合せ

ていた（本稿 2.1参照）。だが、この申合
せとは裏腹に、＜The Associated Banks＞
各行に、地方銀行券の消滅の見通しは暗

く自行の利益にならない、という悲観的

認識が広がり始めた57。 
 上述のように（本稿 3.2）、サフォーク・
システムの運営を通じ、確かに、既存の

地方諸銀行の発券総額は減少してきた。

だが、一方で、マサチューセッツ州では、

ボ ス ト ン 近 郊 の ケ ン ブ リ ッ ジ

（ Cambridge）・チャールズタウン
（ Chalestown ）・ ロ ッ クス バ リ ー
（Roxbury）などに、州法銀行が続々と新
設される58。新設の州法諸銀行は、発券

に偏重した与信業務を展開した。この結

果、マサチューセッツ州所在の地方諸銀

行の発券総額が、総じて増大した。1824

                                                           
57 Appleton［1831］p.23. 
58 Appleton［1831］p.18. 

年から 1827年までの間に、ボストン域外
の地方銀行数が、25行から 45行へと激
増している（表 5）。これに呼応して、マ
サチューセッツ州所在の地方諸銀行の発

券総額が、204万 6,041ドル（1824年）
から、298万 3,659ドル（1827年）へと
増大した（表 5）。この態様を眼前にして、
＜The Associated Banks＞としての銀行券
銷却の協調行動に疑問を感じる銀行が顕

れ始めたのである。 
 1824年5月末の第Ⅱ期システムの運営
開始後 1年も経たずに、＜The Associated 
Banks＞から、The Union Bank と The 
Massachusetts Bankとが脱退した。両行と
も、老舗のボストン所在銀行である。 
 The Union Bankは、1824年 9月 3日、
＜The Associated Banks＞からの脱退を決
めた。既述のように（本稿 2.1）、＜The 
Associated Banks＞からの脱退の際には
30 日間の事前予告通知期間を置くこと
が義務付けられていた。これに従い、The 
Suffolk Bank に脱退決断を報告後、同年
10月 4日に正式脱退した。 
 The Massachusetts Bankは、1824年 12
月 27日、自行役員会で脱退を決め、The 
Suffolk Bankに報告する。翌 1825年 1月
27 日に正式脱退した59。実は、The 
Massachusetts Bankは、＜The Associated 
Banks＞への参加期間中、＜ The 
Associated Banks＞の全体目的に反する
姿勢を執っていた。独自の業務判断で、

地方銀行券の受取・購入を実行していな

かったのである60。 
 The Massachusetts Bank が ＜ The 
Associated Banks＞からの脱退を決断し
た要因は、以下 3点に集約される。 
 第 1点は、最古参のボストン所在銀行

                                                           
59 Gras［1937］p.436. 
60 Gras［1937］p.117. 
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としての沽券にかかわる点である61。 
 The Massachusetts Bankは、古くから、
減価銀行券の横行に鋭い問題意識を持ち、

自発的かつ主導的に対策組織を試みてき

た62。過去の実績に基づく自負が、後進

のThe Suffolk Bankに対する競争心を煽
ったのではないか。＜The Associated 
Banks＞を通じ大規模の銀行券銷却シス
テムを運営するThe Suffolk Bankを眼前
に、＜The Associated Banks＞と訣別し、
独自の展開を決断したと考えられる。 
 第 2点は、顧客層の違いである。 
 The Massachusetts Bankの顧客や取引先
は、主にボストン市中で取引を行なう

人々であった。あとは、ペンシルベニア

州フィラデルフィアや国外で取引を行な

う人々であった。フォーリン・マネーを

支払手段に利用する顧客層が皆無に近か

ったのである。＜The Associated Banks＞
ないしサフォーク・システムに参加し続

ければ、3 万ドルもの無利子の「永久預
託金」を、準備として The Suffolk Bank
に置き続けざるをえない。だが、フォー

リン・マネーを利用する顧客層は皆無に

近い。無利子の準備が The Suffolk Bank
に置かれ続ければ、その分だけ自行保有

の準備は減る。自行の保有準備が減れば、

The Massachusetts Bank自身が抱える顧客
層に対して、貸付可能な資金総額を削ぐ

ことになる。従って、非効率で減益を招

く。以上の経営判断が働いたのである63。 
 第 3点は、高い配当率である。 
 表 4によれば、The Massachusetts Bank
は、1822年から 1826年までの間、平均
6%強の年次配当を出し続けている。他方、
The Suffolk Bankは、同じ期間、平均 5%

                                                           
61 Gras［1937］p.104. 
62 大森［2002］2を参照。 
63 Gras［1937］p.104. 高橋［1974］p.73. 

強の年次配当であった。従って、The 
Suffolk Bank を上回る財務内容を誇って
いた。この裏付けが、＜The Associated 
Banks＞の脱退を後押ししたと思われる。 
 The Union Bank と The Massachusetts 
Bankとの脱退後、＜The Associated Banks
＞の確執を更に助長する 2つの事件が発
生する。 
 第 1の事件は、「見返条件」をめぐる確
執である。 
 1825年 5月 16日、地方銀行券の額面
通りの買取をめぐる取り決めが、＜The 
Associated Banks＞各行と The Suffolk 
Bankとの間で結ばれた（本稿 3.1）。この
締結の際にThe Suffolk Bankが出した「見
返条件」が、＜The Associated Banks＞に
亀裂を齎したのである。 
 「見返条件」とは以下の内容であった。

まず、The Suffolk Bankが地方銀行券を＜
The Associated Banks＞各行から額面通り
に買い取った際には、買取金額と同額分

の準備を即座にThe Suffolk Bankに入れ
て補填する義務を課す。更に、この義務

期間は、原則 60日間とするが、現在 30
万ドルの共同出資で賄われるサフォー

ク・システムの業務運営資金（本稿 2.1）
について、20万ドルの追加出資に協力し
なければ、その義務期間を最長 1年間に
まで延長する。＜The Associated Banks＞
各行は、この「見返条件」を一方的に突

き付けられたのである。 
 第 2の事件は、臨時報酬の拠出をめぐ
る確執である。 
 既述の如く（本稿 3.2）、変革後の第Ⅱ
期システムでは、銀行券の買取総額が激

増し、銀行券の選別・銷却業務が繁忙と

なる。銀行券の選別・銷却業務を担当し

たのは、The Suffolk Bank行内のフォーリ
ン・マネー担当部局である。The Suffolk 
Bankは、1825年 11月初頭、フォーリン・
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マネー担当部局に、総額 7万ドルの臨時
報酬の供与を決定した。だが、そのうち

6 万ドル分の拠出を、＜The Associated 
Banks＞各行に求めたのである64。 
 上記 2 つの事件を通じ、＜The 
Associated Banks＞各行の The Suffolk 
Bank への不満が募ってゆく。1826 年 3
月 14日のThe Suffolk Bankの役員会では、
＜The Associated Banks＞各行が、「協調
行動に対する便益が、「永久預託金」や運

営資金などThe Suffolk Bankに対する拠
出に見合っていない」と不満を漏らして

いる点が報告された65。結局、1826 年末
までに、＜The Associated Banks＞として
の協調関係は全面破棄された。＜The 
Associated Banks＞各行は、サフォーク・
システムへの参加を継続するか否か、選

択を迫られたのである。 
 
（（（（b）システム不参加の地方諸銀行との確執）システム不参加の地方諸銀行との確執）システム不参加の地方諸銀行との確執）システム不参加の地方諸銀行との確執 

 次に、The Suffolk Bankとシステム不参
加の地方諸銀行との確執を、明示する。 
 The Suffolk Bankは、システム不参加銀
行の銀行券については、発行元に送還し

て、額面通りの兌換を直接迫っていた。

この執拗な兌換請求に対し、システム不

参加の地方諸銀行から、反発が生じた。

彼らにとり、発券は有力な与信手段であ

り利益獲得手段である。それゆえ、兌換

準備総額を大きく超えて発券する。だが、

自行銀行券の集中的な兌換請求は、兌換

                                                           
64 Whitney［1878］pp.16‐17. 
65 Mullineauxによれば、1826年 3月 14日付
のThe Suffolk Bankの役員記録にこの点が記
されている。Mullineaux［1987］p.890. サフォ
ーク・システムに参加し続けたボストン所在
諸銀行は、The Suffolk Bankに対し、システム
参加への不便宜を、その後も抗議し続ける。
その結果、次第に、The Suffolk Bankへの永久
預託金の最低金額（3万ドル）の漸次引き下
げを勝ち取ってゆく（最終的には、1835年、
5,000ドルまで引き下げられる）。 

準備の払底をきたし、今後の支払・与信

活動にも支障をきたす。従って、サフォ

ーク・システムに反発し、自行銀行券の

兌換請求に対する忌避を繰り返した。 
 例えば、The Hartford Bank によるサフ
ォーク・システム批判が顕著である。The 
Hartford Bank（1792年創設）は、コネチ
カット州ハートフォード（Hartford）所在
の老舗の州法銀行である。The Hartford 
Bankは、サフォーク・システムを「不公
正な制度であり、銀行券通貨による利益

を不必要に縮減する」と、非難した66。

そして、The Suffolk Bankから請求された
自行銀行券 5万ドル分の兌換にしぶしぶ
応じた後、「仕返し」を断行する。「仕返

し」とは、まず、約 19万ドル分ものボス
トン・マネーをかき集めて借入を行なう。

そして、手にしたボストン・マネーを、

発行元たるボストン所在諸銀行に兌換請

求するものであった67。 
 また、1826年 1月 16日には、サフォ
ーク・システムに反感を抱く地方諸銀行

の一部株主達が、ボストンのThe Boston 
Exchange Coffee Houseで集会を開く68。 
 この集会の座長には、マサチューセッ

ツ州所在の地方銀行、The Lanesbrough 
Bankの有力株主、Henry Shawが選出さ
れた。書記には、同じくマサチューセッ

ツ州所在の地方銀行、The New Bedford 
Bankの有力株主、Thomas Rotchが選出さ
れた。更に、決議文の起草のために、座

長・書記のほか 1 名の代表委員（The 
Uxbridge Bankの株主）が選出され、計 3
名の執行部が編成される。決議文は、以

下 5点の内容で構成された。 
 

                                                           
66 Dewey［1910］p.85. 
67 Lake［1947］p.192. 
68 The Boston Exchange Coffee Houseについて
は、大森［2002］6を参照。 
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①＜Allied Banks＞69が求める施

策を、各地域の最善利益に照ら

して敵対的なものだと考える。

また、強制的かつ不自然に通貨

を導き入れるべく意図されたも

のだと考える。 
 
②各地方銀行や各地域にとり不

正なシステムに対抗すべく、地

方銀行によるあらゆる連帯活動

の実施を誓う。 
 
③上記内容を達成すべく、各地

方銀行の役員に対し、The 
Suffolk Bankや＜Allied Banks＞
各行から直ちに預金を引き出す

よう勧告する。その後は、各自

窓口のみでの銀行券銷却の実施

を勧告する。 
 
④各地方銀行の頭取に、＜Allied 
Banks＞による施策が続く限り、
上記③の遂行と、ボストンに滞

留する自行銀行券を減らす別の

方策の導入とを勧告する。 
 
⑤決議文は、座長と書記とで署

名されて公刊され、マサチュー

セッツ州や近隣諸州の多数の銀

行に伝達される。今後の連帯・

列席を要請し会合を閉幕する70。 
 
 上記の決議文は、2日後の 1月 18日に
満場一致で採択される。だが、一部株主

達によるこの決議内容は、当事者たる地

方諸銀行に充分に受諾されず、失敗に終

                                                           
69 ＜Allied Banks＞については、本稿脚注 36
を参照。 
70 Hale［1826］pp.23‐24. 

わった71。 
 他方、マサチューセッツ州所在の一部

の地方諸銀行は、新規銀行の特許請願運

動を起こした。これは、サフォーク・シ

ステムに対抗すべく、サフォーク・シス

テムと同等の機能を齎す新規州法銀行の

創設を目論んだものである。特許交付が、

マサチューセッツ州議会に請願された。

請願の発端は、幾つかの地方紙が、地方

諸銀行によるサフォーク・システム反対

同盟の組成を扇動したことにある72。 
 更に、The Worcester BankとThe Suffolk 
Bankとで、争議が生じた。 
 The Worcester Bankは、マサチューセッ
ツ州ウスター（Worcester）所在の地方銀
行である。1826年7月26日、The Worcester 
Bank は、The Suffolk Bankから自行銀行
券 4万 8,000ドル分を兌換請求される。
当時The Worcester Bank は、ボストン所
在の The New England Bank に約 3 万
9,000ドルの当座預金を置いていた。そこ
で、兌換請求にこの当座預金での決済で

応じようと、The Suffolk Bank に対し、
The New England Bank 宛ての小切手を
振り出す。だが、The New England Bank 
は、The Suffolk Bankの最大の競争相手で
ある。The Suffolk Bankは、The Worcester 
Bank に対し、The New England Bankに置
く他行預金を全額自分の所に移管する点

を確約すれば、その小切手による決済を

認める、と応答する。The Worcester Bank
はその応答を断り、ひとまず 2 万 8,000
ドル分を正貨で決済しようとした。とこ

ろが、The Suffolk Bankはこの対応を拒否
し、The Worcester Bankの所有不動産を差
し押さえようとしたのである。 
 両行の争議は、The Suffolk BankがThe 

                                                           
71 Redlich［1947］p.73. 
72 Hale［1826］p.26. 
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Worcester Bank を告訴する形で、訴訟に
発展する。この訴訟は、1827年 3月にボ
ストンで開かれる（本稿 3.4で後述）。訴
訟では、The Suffolk Bankが、一括での正
貨兌換を主張し、The Worcester Bankが、
小切手による決済の是認を主張した73。 
 このように、システム不参加の地方諸

銀行とThe Suffolk Bankとの間に、確執
が頻発する。この頃、サフォーク・シス

テムに反発する地方諸銀行は、The 
Suffolk Bankを「The Six-tailed Bashaw（6
本の尻尾を持つお偉方）」と揶揄した。「6
本の尻尾」とは、＜The Associated Banks
＞各行のことを指す。また、The Suffolk 
Bank を含む＜The Associated Banks＞自
体を、「Holly Alliance（神聖同盟）」と形
容し非難した74。「Holly Alliance」という
文句の由来は、＜The Associated Banks＞
各行がThe Suffolk Bankに置いた、総額 3
万ドルの無利子の「永久預託金」にある。

無利子での預託が、「「神」（＝The 
Suffolk Bank）への献呈」と喩えられたの
である75。 
 

3.4 公権力の後援公権力の後援公権力の後援公権力の後援 

 上記の如く、1826 年末に、＜The 
Associated Banks＞は破棄される。＜The 
Associated Banks＞各行は、システムに残
るか否かを迫られた。システム脱退を決

めたボストン所在諸銀行は、各々独自に

地方諸銀行と準備預託関係を結び、銀行

券の受取・購入・銷却業務を個別に展開

                                                           
73 Magee［1923b］pp.433‐445. Spahr［1926］
pp.76‐77. Helderman［1931］p.31. なお、Dewey
［1910］もこの争議に触れられている。その
なかで、The Suffolk Bankが兌換請求したThe 
Worcester Bankの銀行券の総額を、3万 8,000
ドルと明示される。だがこれは、4万 8,000ド
ルの誤りだと思われる。Dewey［1910］p.85. 
74 Whitney［1878］p.15. 
75 Hale［1826］p.16. 

する。この瞬間から、サフォーク・シス

テムは、単独銀行（The Suffolk Bank）に
よる単独事業として運営される。 
 ＜The Associated Banks＞の破棄と単独
でのシステム運営を予見し、自らの財務

基盤の再編を試みた行動だったのか。

The Suffolk Bank は、1826年に入って、
マサチューセッツ州議会に増資（現行 50
万ドル⇒100 万ドル）を申請していた。
議会審議では、100 万ドルへの増資は行
き過ぎとされ、結局、75万ドルへの増資
が認められた。関連して、同年 4月、The 
Suffolk Bank は、ロンドン国際金融市場
における手形・外国為替取引業務を全面

停止する。これは採算不都合による決断

であった76。この業務は、The Suffolk Bank
の利益源泉 3 本柱のひとつであったが
（本稿 1.2）、その柱をひとつ無くしたわ
けである。 
 The Suffolk Bank が単独でサフォー
ク・システムを展開する。これは、The 
Suffolk Bankが、「（システム参加）銀行
間の上位に立つ銀行」に、名実共に就い

たことを意味する。The Suffolk Bank単独
のシステム展開を後援するように、各種

公権力による対応が、時宜に適う形で 3
点顕れた。 
 第 1 点は、The Suffolk Bank と The 
Worcester Bankとの争議（本稿 3.3）をめ
ぐる訴訟判決である。1827年 3月、マサ
チューセッツ州最高裁は、The Suffolk 
Bank の全面勝訴という司法判断を示し
た。システム不参加銀行券の全額正貨兌

換を発行元に執拗に請求する。The 
Suffolk Bank によるこの行為が、司法上
の正当性を得られたのである。これは、

サフォーク・システムの運営方針を司法

が是認するという、重要な意味を持った。 

                                                           
76 Whitney［1878］p.6. 
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 第 2点は、マサチューセッツ州所在の
一部の地方諸銀行による、新規銀行の特

許請願をめぐってである（本稿3.3参照）。
この請願の不受理を、州議会が決めたの

である。既述の通り、新規銀行の請願目

的は、The Suffolk Bankに対抗すべくそれ
と同等機能を持つ銀行の創設にあった。

この請願却下は、The Suffolk Bankないし
サフォーク・システムに対抗するシステ

ムの設置を認めない、と、州議会が判断

したことを意味する。 
 州議会のサフォーク・システム支持に

対し、1828年、J.G.Carneyを中心とする
反発運動が起きた。J.G.Carney は、マサ
チューセッツ州所在の地方銀行、The 
Lowell Bankの出納係であった。彼は、自
行の払込資本金総額が僅か 5万ドルなの
にも拘わらず総額 5,000 ドルもの預金を
迫ったThe Suffolk Bankに、憎しみを抱
く77。そして、サフォーク・システムに

反対する諸銀行を結集し、自分達の手に

よるボストン所在銀行の創設を声高に提

唱した。だが、それ以上の進展はなく、

地方諸銀行による「反サフォーク・シス

テム」の嵐は、ひとまず沈静化した。 
 第 3点は、1829年マサチューセッツ州
包括銀行法の制定である。この法律は、

サフォーク・システム反発運動が漸く落

ちついた、1829年 2月 28日に制定され
た。立法化の意図は、以下にあった。そ

れは、The Suffolk Bankも含め、殆どのマ
サチューセッツ州法銀行が 1831年 10月
1 日で特許期限を迎える状態にあった。
従って、特許更新を控えた既存銀行と、

1831年 10月 1日以降に新設される諸銀
行とへの適用が見込まれたのである。 
 1829年州包括銀行法がサフォーク・シ
ステムに寄与したと考えられる条項は、

                                                           
77 Redlich［1947］p.75. 

以下 3点である。①発券規制（「各州法銀
行の発券総額＝資本金総額の 125%以
内」）。②利付銀行券の発行禁止。③「他

行への債権」総額の規制（「各州法銀行の

「他行への債権」総額＝資本金総額の

200%以内」）78。これらの規制は、各銀行

の過剰発券に伴なう与信膨脹傾向に一定

程度の歯止めをかけ、市中に放たれる銀

行券の総額自体を抑制する効果を持つ。

従って、サフォーク・システムで買い取

った各種銀行券について、兌換請求時の

デフォルト・リスクを量的に軽減する社

会的効果を齎したのである。 
 なお、The Suffolk Bank の貸借対照表
（表 3）で、「利付銀行券債務」の項目が、
1829年 8月 1日時点以降、計上されてい
ない。これは、この州包括銀行法の制定

による影響である。 
 
4. イングランド銀行・第イングランド銀行・第イングランド銀行・第イングランド銀行・第 2次合衆国銀行次合衆国銀行次合衆国銀行次合衆国銀行

との関係との関係との関係との関係 
 
 以上のように、サフォーク・システム

は、1810年代末に生成され、1820年代に、
紆余曲折しながら育まれた。この過程で、

The Suffolk Bankは、各種銀行券の買取・
選別・銷却業務を通じ、多数の銀行と準

備預託関係を結ぶ。その結果、銀行間預

金の集中化が齎される。また、各種銀行

券の額面通りの決済が確実視されること

で、銀行券通貨の価値安定化が齎される。

こうして、サフォーク・システムないし

The Suffolk Bankは、早くも1820年代に、
NE に中央銀行機能を限定的ながら付与
する機関として、その性格を帯びてきた

のである。 
 では、同じく 1820年代に中央銀行機能
が未熟ながら齎された他の諸機関と、サ

                                                           
78 Conant［1909］pp.361‐362. 
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フォーク・システムとは、どういう関係

にあったのか。以下、イングランド銀行

ならびに第 2次合衆国銀行と、サフォー
ク・システムとの関係を論究する。 
 
4.1 イングランド銀行との比較イングランド銀行との比較イングランド銀行との比較イングランド銀行との比較 

 サフォーク・システムの運営を介し、

各銀行から、商業・決済中心地たるボス

トン所在のThe Suffolk Bankに、準備な
いし銀行間預金が集中化される。この事

態は 1820年代半ばまでに明瞭に顕れた。
これは、奇しくも、イギリスで、イング

ランド銀行への準備集中が顕れたのと同

時期にあった。 
 イギリスでは、1825年恐慌を機に、ロ
ンドン所在の個人銀行家達が、イングラ

ンド銀行への準備保有を進める。彼らは、

金融逼迫時の緊急の資金調達方法に、元

来、イングランド銀行への手形再割引請

求を利用していた。それが、恐慌を機に、

準備保有に移行し始めたのである。準備

手段は、イングランド銀行券と金とであ

った。準備方法は、2 点から成った。一
部は、準備手段たるイングランド銀行券

ならびに極少量の金を常時手許に置く。

更に一部は、イングランド銀行に預金勘

定として置いた79。 
 では、市中での発券集中傾向に関し、

イングランド銀行とサフォーク・システ

ムとの相違点はどこにあるのか。 
 まず、イギリスでは、ロンドン所在の

個人銀行家達による手許準備として、イ

ングランド銀行券の重要性が極めて高く

なる。ロンドン市中銀行間では、イング

ランド銀行の発券集中が齎される。既に

18世紀末に、ロンドン所在諸銀行は発券
をやめていたのである。但し、ロンドン

域外の地方諸銀行で発券が継続された。

                                                           
79 金井［1989］pp.20‐21. 

このため、市中でのイングランド銀行券

の独占は未だ示されなかった。だが、ロ

ンドン市中を中心に、信用貨幣としての

イングランド銀行券への社会的信認は、

如実に高まっていたのである。イングラ

ンド銀行券が法貨となり、強制通用力を

付与されるのは、後の 1833年である80。 
 他方、サフォーク・システムでは、各

種銀行券の兌換準備を名目に、The 
Suffolk Bank に準備が集中する。だが、
システム参加諸銀行が、The Suffolk Bank
の銀行券を有力な準備手段として扱って

いたかどうかは定かでない。また、ボス

トン所在諸銀行・地方諸銀行共に、発券

による与信を継続する。The Suffolk Bank
に発券集中傾向は見られていない。従っ

て、ロンドン市中ではイングランド銀行

券が寡占性を帯びたのに対し、The 
Suffolk Bank の銀行券はボストン市中で
寡占性を帯びていない。以上が相違する。 
 とはいえ、イングランド銀行の準備集

中動向とサフォーク・システムの展開と

の時期が、軌を一にする。これは、NE
で独自に展開を遂げたサフォーク・シス

テムがいかに先進性を帯びていたかを裏

付けるものである。 
 
4.2 第第第第 2次合衆国銀行との関係次合衆国銀行との関係次合衆国銀行との関係次合衆国銀行との関係 

 次に、第 2 次合衆国銀行とサフォー
ク・システムとの関係を見てゆこう。 
 第 2次合衆国銀行は、1816年に連邦法
に基づいて創設された半官半民の銀行で

ある。創設目的は、米英戦争によるイン

フレへの懸念から、連邦単位での通貨・

信用管理の実践にあった。かつての第 1
次合衆国銀行と同じく、支店制を執り、

連邦各地をほぼ網羅する形で、与信・貨

幣取扱業務を展開した。NE でも、第 1

                                                           
80 金井［1989］pp.33‐34. 
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次合衆国銀行の時と同様、ボストン支店

を中心に業務展開される。 
 第 2 次合衆国銀行もまた、サフォー
ク・システムとほぼ同様の作業を、連邦

単位で、支店制を基盤に展開した。すな

わち、各州に濫立した州法諸銀行が濫発

する各種銀行券を、集中的に買い取って

銷却する作業を展開した。これにより、

健全な銀行券通貨の供給・維持に寄与し

たのである。とはいえ、サフォーク・シ

ステムは、グロス決済方式からネット決

済方式へと高度化を遂げる（本稿 3.1）。
他方、第 2次合衆国銀行による州法銀行
券の集中買取・銷却システムは、グロス

決済方式のまま展開され続けた。多種多

量の銀行券の集中決済に関しては、サフ

ォーク・システムのほうが効率性を備え

ていたのである。 
 第 2次合衆国銀行とサフォーク・シス
テムとは、相補的ではなく拮抗した業務

関係にあったと考えられる。その根拠は

3点ある。 
 第 1に、合衆国銀行と州法銀行との立
場関係である。 
 連邦単位で展開される合衆国銀行は、

第 1次・第 2次共に、州法銀行を制御で
きる存在までには成り得なかった。むし

ろ、古くから両者は熾烈に競合した。特

に NEでは、早くも 18世紀末の段階で、
ボストンでの州法銀行券・合衆国銀行券

の兌換作業で、ボストン所在の州法銀行、

The Massachusetts Bankが、第 1次合衆国
銀行ボストン支店に協調を強いていたほ

どである81。 
 第 2点は、施策代表者間の確執にある。 
 第 2次合衆国銀行は、1823年以降、業
務規模が飛躍的に拡張する。これは、合

衆国銀行第 3代総裁、Nicholas Biddleの

                                                           
81 大森［2002］2を参照。 

手腕による。Biddle による拡張施策は、
第 2次合衆国銀行に連邦単位の中央銀行
機能を一層高めさせる契機となった82。 
 Biddle による合衆国銀行の展開に批判
的だったのが、「ボストン・アソシエイ

ツ」の代表格、Nathan Appleton である。
Appletonは、ボストン所在諸商人の私益
性に根ざした銀行券通貨の管理を、自発

的に試みてきた。米英戦争を介し「ボス

トン・アソシエイツ」の代表格となり、

The Suffolk Bankを創設しサフォーク・シ
ステムの実践に寄与する。そしてシステ

ムの運営を通じ、銀行券通貨の減価防衛

を地域単位で実践した張本人である。 
 Appleton による Biddle 批判の要点は、
通貨膨脹にあった。Appletonによれば、
Biddle による合衆国銀行の拡張施策は合
衆国銀行券の過剰発行を生む。この利己

的な過剰発券による通貨膨脹は、1826・
1829・1832年の各パニックの前触れたる
経済過熱を誘発した。従って、Biddle が
「通貨の番人・調整者」の責務を担って

いるのかは疑わしく、むしろ国民にとっ

て「不敵なナビゲーター」だと、批判し

たのである83。 
 第 3点は、第 2次合衆国銀行券の地域
別流通高での差異にある。 
 表 10は、Biddle総裁以降の第 2次合衆
国銀行における、合衆国銀行券の地域別

流通高を示している。これによれば、開

発途上の西部地域を除き、NE での流通
高が、他の諸地域に比して極めて低い。

また、時間軸に沿った流通高の伸張も、

他の諸地域に比して低い。この態様は、2

                                                           
82 Hammond［1957］p.300. 寺地［1990］p.118.  
秋元［1995］は、Nicholas Biddleによる第 2
次合衆国銀行の経営方針が、「サフォーク・シ
ステム的なやり方を全国の地方支店に適用し
たものであった」と形容される。秋元［1995］
p.78. 
83 Appleton［1841］pp.38‐39. 
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つの事柄を示す。1つは、NEにおける第
2 次合衆国銀行の貸付業務の伸び悩みで
ある。もう 1つは、支払手段としての第
2次合衆国銀行券の利用が、NEでは敬遠
された点である。サフォーク・システム

の運営に基づく、価値の安定化した州法

銀行券の流通が、他の諸地域では有力な

信用貨幣たりえた合衆国銀行券の不必

要・排斥傾向を促した、と考えられる。 
 上記の、第 2次合衆国銀行との関係性
を鑑みるに、サフォーク・システムの新

たな意義が浮上する。それは、サフォー

ク・システムが、連邦主義に基づく金融

機関の介入から、州・地域単位での金融

統治の自主性・自立性を守る有力な枠組

みであり、そうした守護の象徴だった、

という点である。この場合の自主性・自

立性とは、ボストン所在の諸商人や諸銀

行による、私的な経済的利害に根ざした、

州・地域単位での自主性・自立性である。 
 第 2次合衆国銀行と The Suffolk Bank
とは、共に、各自の業務範囲となる圏域

を対象に、銀行券の集中決済を通じ、通

貨・信用秩序を管理しうる存在であった。

それが、NE では、両者の展開が衝突し
拮抗した状態にあったのである。第 2次
合衆国銀行は、支店制を駆使して業務規

模・範囲を拡張させても、各地の州法諸

銀行を完全に統轄する立場には成り得な

かった。これを尻目に、サフォーク・シ

ステムのほうは、兌換準備を名目に銀行

間預金の集中化を実現させる。The 
Suffolk Bankは、多数の他行預金を抱え、
「銀行間の上位に立つ銀行」としての性

格を備えつつあった。サフォーク・シス

テムは、連邦単位と比較すれば、NE と
いう狭隘な圏域においてではあるが、

「銀行間組織」という点で、第 2次合衆
国銀行を凌ぎうる高度な組織性を備えた

のである。The Suffolk Bankは、第 2次合

衆国銀行とは拮抗した関係を保ちつつ、

NE で独自に中央銀行機能を醸成させて
ゆくのである。 
 
結語結語結語結語 
 本稿では、サフォーク・システムの生

成過程を解明してきた。考察内容を以下

にまとめておこう。 
 「ボストン・アソシエイツ」により、

The Suffolk Bankが創設される。銀行券仲
買業務での利益獲得を動機に、銀行券仲

買・銷却の体系組織が編まれる。これが、

第Ⅰ期サフォーク・システムであった。

だが、The Suffolk Bankは減益の一途を辿
る。システムは一時停止されるが、市中

での地方銀行券の流通高が下がると再開

される。再開後のシステムでは、市中の

銀行券を、各種リスクを問わず一括大量

に購入する。短期的な仲買利益の追求か

ら距離を置き、通貨・信用秩序の安定化

を念頭に置く、社会性を帯びたシステム

へと転回を始めたのである。 
 市中での地方銀行券の氾濫と貸付業務

の減益を通じ、The Suffolk Bankは他のボ
ストン所在銀行の有志（＜The Associated 
Banks＞）と協調して、私益防護のための
フォーリン・マネー対策組織を改めて画

策する。これが、第Ⅱ期サフォーク・シ

ステムであった。 
 第Ⅱ期システムでは、参加銀行数と他

行預金の取扱とを増やし、The Suffolk 
Bank への準備ないし銀行間預金の集中
化を導く。各種銀行券の決済方式も、グ

ロス決済方式からネット決済方式へと変

革される。システム運営を通じ、多種多

量の銀行券を額面通りに集中決済し、市

中銀行券の通貨価値と信用秩序との安定

化に寄与する。「（システム参加）銀行間

の上位に立つ銀行」としての性格が、The 
Suffolk Bankに芽生える。だが、背後で、
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＜The Associated Banks＞各行との関係は
軋み、システム不参加の地方諸銀行とは、

銀行券の執拗な兌換請求をめぐり、確執

を生む。＜The Associated Banks＞は破棄
され、The Suffolk Bank単独のシステム運
営へと変わる。名実共に「（システム参加）

銀行間の上位に立つ銀行」となった The 
Suffolk Bank を後援しうる、各種公権力
による司法判断や法制度の導入が進んだ。 
 1820年代、The Suffolk Bankは、NEで、
限定的ながらも中央銀行機能を付与する

機関と化し、イングランド銀行の準備集

中と時期を同じくするほどの先進性を帯

びた。また、当時、連邦単位で限定的な

がら中央銀行機能を付与した第 2次合衆
国銀行とは、相補的ではなく拮抗した関

係にあった。これは、サフォーク・シス

テムが、連邦主義に基づく金融機関の介

入から、州・地域単位での金融統治の自

主性・自立性を守る有力な枠組みとして

の性質を帯びたことを惹起させる。 
 かくして、The Suffolk Bankは、サフォ
ーク・システムの展開を通じ中央銀行機

能を芽生えさせた。その後、The Suffolk 
Bank は、1830 年代を通じ、更にその機
能を育成させることになる。この過程の

分析は、今後の課題である。 
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表表表表1 1 1 1 The Suffolk Bank創設時の株主一覧      

           
人名・企業名 保有株数 人名・企業名 保有株数 人名・企業名 保有株数 人名・企業名 保有株数 

Nathan Appleton 300 Samuel Hubbard 100 Augustine Heard 50 Samuel K.Williams 30 
Ebenezer Fransis 300 Caleb Loring 100 Barnabas Hedge 50 Jeffrey Richardson 25 
Edmund Munroe 300 S.G.Williams & Co. 100 Robert & John Hooper 50 Luther Lawrence 25 
Daniel P.Parker 300 Williams & Wood 100 A.& A.Lawrence 50 Henry H.Tuckerman 25 

Patrick J. Jackson 300 William Appleton 50 Thos.& Edw.Motley 50 Jeremiah Fitch & Co. 20 
William Lawrence 300 John Cunningham 50 W.S.Rogers 50 William Pratt 20 

Gardiner Green 230 Pickering Dodge 50 Upham & Faulkner 50 Thaddeus Fiske 20 
John W.Boot 200 Otis Everett 50 Alfred Welles 50 William Hammatt 20 

William Payne 200 Perrin May 50 Eliphalet Williams 50 Charles Barnard 16 
Israel Munson 184 William Prescott 50 John Wood 50 Charles Lowell 15 
Josiah Bradlee 120 Dudley L.Pickman 50 Buffington & Thomas 40 Timothy Bigelow 10 

Eben.& John Breed 100 Andrew Ritchie 50 Lunt & Leech 40 John Brooks 10 
Nathan Bridge & Co. 100 Nathaniel P.Rusell 50 Thomas Brewer 30 Joseph Chapin 5 

Bordman & Pope 100 French & Tucker 50 Herry G.Rice 30 Benjamin Seaver 5 
Marblehead Marine Insurance Co. 100 Henry Hubbard 50 John T.Reed 30 総計 5,000 

出所） Whitney［1878］pp.4‐5.       

        

表表表表2 The Suffolk Bank創設時の役員一覧      

        
人名 保有株数 人名 保有株数     

Ebenezer Fransis（頭取） 300 Samuel Hubbard 100     
Daniel P.Parker 300 Andrew Ritchie 50     

Patrick J. Jackson 300 Eliphalet Williams 50     
William Lawrence 300 Ebenezer Breed 不明     
Edmund Munroe 300 George Bond 不明     

John W.Boot 300 Thomas Motley 不明     

注） その後、有力株主のうち、Nathan AppletonやWilliam Appletonなども役員職に就いた。   
出所） Whitney［1878］pp.4‐5.をもとに作成。      
      

表表表表3 The Suffolk Bankの貸借対照表（1819‐1830年） 単位；ドル      

             

 資産項目    負債・資本項目      
 割引・貸付 正貨 他行銀行券 他行への債権 資産総額 銀行券債務 預金債務 利付銀行券債務 他行への債務 資本 剰余 負債・資本総額 

1/1/1819 674,118.28 32,236.07 44,693.00  751,047.35 113,837.00 127,769.61   500,000.00 3,448.38 745,054.99 
1/1/1820 633,376.79 134,503.72 129,622.00 56,546.74 954,049.25 146,322.00 250,933.37   500,000.00  897,255.37 
6/1/1822 682,378.71 16,289.73 20,166.00 27,101.25 745,935.69 102,204.00 110,070.78   500,000.00  712,274.78 
1/1/1823 616,635.80 47,246.09 72,116.00 97,181.09 833,178.98 135,389.00 186,980.19   500,000.00  822,369.19 
6/1/1825 902,933.54 57,748.18 10,127.00 13,753.18 984,561.90 152,170.00 154,547.68 121,791.46 25,000.00 500,000.00 7,624.51 961,133.65 
1/1/1826 759,247.08 75,383.26 393,960.00 147,726.11 1,376,316.45 235,190.00 62,982.21 42,531.00 524,180.28 500,000.00 11,432.96 1,376,316.45 
5/1/1826 855,606.94 60,611.87 427,442.75 38,390.40 1,382,051.96 176,851.00 149,697.37 11,131.00 532,872.38 500,000.00 11,500.21 1,382,051.96 

12/1/1826 946,816.09 136,073.03 355,551.50 120,947.78 1,559,388.40 186,503.00 85,901.50 1,310.00 517,735.12 750,000.00 17,938.78 1,559,388.40 
5/1/1827 1,039,900.79 171,975.16 435,326.51 106,909.56 1,754,112.02 208,924.00 135,431.08 1,310.00 642,139.18 750,000.00 16,307.76 1,754,112.02 

12/1/1827 1,020,291.99 156,225.81 517,488.21 148,821.48 1,842,827.49 192,608.00 202,349.54 1,310.00 674,447.90 750,000.00 22,112.05 1,842,827.49 
5/1/1828 1,058,017.26 67,472.69 456,241.71 125,937.43 1,707,669.09 179,331.00 60,005.30 1,310.00 694,684.21 750,000.00 22,338.58 1,707,669.09 

12/1/1828 1,045,935.67 65,534.43 522,813.19 115,618.67 1,749,901.96 135,279.00 106,680.52 1,310.00 749,132.44 750,000.00 7,500.00 1,749,901.96 
8/1/1829 1,275,973.38 154,313.04 699,087.77 52,039.12 2,181,413.31 192,879.00 184,814.85  1,020,189.85 750,000.00 33,529.61 2,181,413.31 
6/1/1830 1,371,252.77 172,621.21 768,429.73 81,110.83 2,393,414.54 188,733.00 266,104.59  1,171,202.68 750,000.00 17,374.27 2,393,414.54 

 註）資産項目に「不動産」が入るのは、

1831年以降である。    
        

 出所）Weber［1999］.なお、Weber［1999］では、1820年1月1日時点での「負債・資本総額」が646,322ドル 

    と記される。だが、これは、銀行券債務と資本金との総額に過ぎず、預金債務が加算されていない。 
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表表表表4 The Suffolk Bankの準備率と年次配当率 1819‐1830年.    

           
準備率（%）     年次配当率（%）    

1/1/1819 13.3 12/1/1826 17.2  1818 1.5 1825 5.5   
1/1/1820 33.9 5/1/1827 17.4  1819 7 1826 5.5   
6/1/1822 7.7 12/1/1827 14.6  1820 7 1827 6   
1/1/1823 14.7 5/1/1828 7.2  1821 5.5 1828 6   
6/1/1825 12.7 12/1/1828 6.6  1822 5 1829 6   
1/1/1826 8.7 8/1/1829 11  1823 5 1830 6   
5/1/1826 7 6/1/1830 10.6  1824 5.25 ‐ ‐   

註1）準備率は本稿表3より作成。        
準備率＝正貨/（「銀行券債務」＋「利付銀行券債務」＋「預金債務」＋「他行への債務」） 

註2）年次配当率の出所は、Martin［1871］pp.45-48.     
 また、当時、配当は年2度（4月1日・10月1日）支払われた。年次配当は2回の配当の合計。 

 
表表表表5 マサチューセッツ州所在諸銀行の銀行数と発券高（1818‐1830年） 単位；ドル  

            
 銀行数① ボストン・マネー 銀行数② フォーリン・マネー 総額  銀行数① ボストン・マネー 銀行数② フォーリン・マネー 総額 

1818 7 1,142,116 20 1,538,361 2,680,477 1825 14 3,770,536 27 2,223,728 4,091,411 
1819 7 1,167,682 21 1,396,375 2,564,057 1826 15 3,942,651 40 2,462,229 4,549,814 
1820 7 1,272,226 21 1,342,508 2,614,734 1827 15 3,681,665 45 2,983,659 4,936,442 
1821 7 1,329,441 21 1,681,351 3,010,792 1828 16 4,445,600 45 3,038,226 4,884,538 
1822 10 1,191,971 23 1,940,581 3,132,552 1829 17 2,077,691 49 2,670,093 4,747,784 
1823 10 1,353,982 24 1,775,094 3,129,076 1830 17 2,171,417 46 2,952,673 5,124,090 
1824 12 1,796,601 25 2,046,041 3,842,642       

出所） Hunts'Merchants'Magazine［1841］pp.138-139.をもとに作成。    
註1）銀行数①はボストン所在銀行数を、②はボストン域外の銀行数を指す。   
註2）1825～1828年は、ボストン・マネーとフォーリン・マネーとの合計が「総額」と一致しない。 

 これは、その期間中のみ容認された、利付銀行券の発行総額の未加算によると考えられる。 

 
表表表表6 マサチューセッツ州所在諸銀行における他行預金の保有高（上位5傑） 1825-1860年    

               

 1位 2位 3位 4位 5位  1位 2位 3位 4位 5位 

1825 City New England その他 Union Tremont 1843 Suffolk Merchants' Globe State New England 
1826 Suffolk City New England Tremont その他 1844 Suffolk Merchants' Globe その他 New England 
1827 Suffolk City New England Union その他 1845 Suffolk Merchants' Globe その他 その他 
1828 Suffolk New England Union その他 State 1846 Suffolk Merchants' Globe その他 State 
1829 Suffolk State New England Union その他 1847 Suffolk Merchants' Globe State その他 
1830 Suffolk City State New England その他 1848 Suffolk Merchants' Globe Tremont その他 
1831 Suffolk New England State Globe その他 1849 Suffolk Merchants' Globe New England Tremont 
1832 Suffolk New England その他 Union State 1850 Suffolk Merchants' その他 New England Commerce 
1833 Suffolk Globe その他 State その他 1851 Suffolk Merchants' Commerce Globe New England 
1834 Suffolk State City Globe Merchants' 1852 Suffolk Commerce Merchants' Tremont Exchange 
1835 Suffolk Merchants' その他 New England State 1853 Suffolk Merchants' Commerce その他 Tremont 
1836 Suffolk Merchants' その他 State New England 1854 Merchants' Suffolk Commerce Exchange Globe 
1837 Suffolk Merchants' State New England その他 1855 Suffolk Commerce Merchants' その他 その他 
1838 Suffolk Globe Merchants' New England State 1856 Suffolk Merchants' Commerce Exchange Globe 
1839 Suffolk Globe Merchants' New England その他 1857 Suffolk Merchants' Commerce Tremont その他 
1840 Suffolk Merchants' Globe State その他 1858 Suffolk BMR Merchants' Commerce Globe 
1841 Suffolk Merchants' Globe その他 その他 1859 BMR Suffolk Merchants' その他 Commerce 
1842 Suffolk Merchants' Globe その他 State 1860 BMR Suffolk Commerce Merchants' Exchange 

註） 上記の銀行はすべてボストン所在の銀行。        
出所） Rolnick,Smith & Weber［1998］.        
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表表表表7 ボストン所在の主要諸銀行における他行預金の保有総額 1825‐1830年. 単位；ドル  

         
 Suffolk Globe City New England State Massachusetts Union Boston 

6/1/1825 25,000.00  315,141.40 227,091.34 26,116.37 3,000.00 52,245.67 13,000.00 
1/1/1826 524,180.28  180,987.80 62,512.20 47,711.25    
5/1/1826 532,872.38  233,453.92 82,772.98 15,726.08  18,035.16 11,000.00 

12/1/1826 517,735.12  213,780.50 58,022.80 72,490.71    
5/1/1827 642,139.18 11,000.00 169,932.04 37,500.00 21,991.75 4,000.00 29,021.88 25,000.00 

12/1/1827 674,447.90  71,313.86 80,020.64 94,557.49    
5/1/1828 694,684.21 25,000.00 26,545.39 95,967.36 33,935.94 16,000.00 46,190.66  

12/1/1828 749,132.44  37,219.44 68,201.83 37,404.20    
8/1/1829 1,020,189.85 33,000.00 21,118.84 84,534.09 109,657.90 15,000.00 48,171.60 17,000.00 
6/1/1830 1,171,202.68 50,000.00 113,755.98 101,259.26 102,195.22 40,000.00 68,000.00 62,000.00 

出所）Weber［1999］をもとに作成。       

 
表表表表8 ＜The Associated Banks＞によるフォーリン・マネー 

    受取総額（1825年3月‐1826年1月）. 単位；ドル  

3月 896,290 9月 1,987,058 

4月 1,068,716 10月 2,302,405 

5月 724,433 11月 2,400,871 

6月 989,897 12月 2,246,433 

7月 1,251,715 1月 （約）2,000,000 

8月 1,520,495 計 17,388,313 

出所） Hale［1826］p.20.  

 
表表表表9 メーン州の銀行業況 1819-1830年. 単位：1000ドル 

      

 銀行数 正貨準備 発券高 預金残高 準備率（%）  銀行数 正貨準備 発券高 預金残高 準備率（%） 

1819 13 242 1,532 295 13.25 1825 16 244 1,029 632 14.69 
1820 15 411 1,375 278 24.86 1826 19 177 559 519 16.42 
1821 13 286 1,073 311 20.66 1827 20 164 591 593 13.85 
1822 13 246 1,189 366 15.82 1828 19 153 546 596 13.4 
1823 14 211 822 314 18.57 1829 17 159 514 479 16.01 
1824 14 246 1,094 455 15.88 1830 18 128 513 478 12.92 

註） 準備率＝正貨／（銀行券発行高＋預金残高）       
出所） Chadbourne［1936］p.192.をもとに作成。       

 
表表表表10 第2次合衆国銀行券の地域別流通高  単位；ドル 

     
 1818.9/30 1819.9/27 1823.1/2 1823.12. 1830.9. 1832.1/1 1832.4/4 

NE 518,415 368,336 393,257 401.077 737,897 741,587 900,867 
中部 969,780 1,082,869 868,060 1,085,205 3,110,740 5,525,463 5,478,378 
東部 3,960,550 1,179,132 2,281,765 1,728,810 4,250,285 4,950,365 5,311,370 
南東部 670,125 174,760 744,755 849,320 3,564,145 4,586,145 5,637,005 
西部 817,680 249,528 45,820 16,785 3,684,590 5,445,030 5,130,990 

註） NE＝ニューイングランド      
出所） Catterall［1902］ p.408.      
 


